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例  言

1 本報告書は,太田第2土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書の第五冊で,高松市多
肥下町に所在する凹原遺跡の調査報告を収録した。

2 発掘調査および整理作業については,高松市教育委員会が実施した。
3 調査から報告書作成に至るまで,下記の関係機関ならびに方々の助言と協力を得た。記して謝意
を表したい。 (敬称略,五十音順 )
香川県教育委員会 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 讃岐文化遺産研究会
石上英一 (東京大学史料編纂所教授) 金田章裕 (京都大学文学部部長 )
工楽善通 (元奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長 )

寒川 旭 (関西センター大阪大手前サイト主任研究員) 高橋 学 (立命館大学文学部教授 )
外山秀― (皇學館大學文學部教授)  丹羽佑― (香川大学経済学部教授 )
4 凹原遺跡の調査は,平成元年度に文化振興課文化財専門員川畑聰が試掘調査を実施し,本調査を
平成 2年度に川畑が行った。整理作業は川畑および同専門員大嶋和則が行った。
5 本報告書掲載の写真撮影は,楠華堂 (代表楠本真紀子)に委託した。
6 本報告書の編集・執筆は,川畑が行った。
7 本文の挿図として,国土地理院発行 2万 5千分の 1地形図「高松南部」および高松市都市計画図

｀

2千 5百分の 1「太田」を一部改変して使用した。
8 発掘調査で得られたすべての資料は,高松市教育委員会で保管している。
9 本報告書の高度値は海抜高を表し,方位は第47・ 83・ 84・ 86図が磁北を,こ れら以外は座標北を
表す。

10 本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。
SA…柵列 SH… 竪穴住居 SD… 溝 SK… 土坑 SP… 柱穴 SX… 不明遺構
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査の経繹
凹原遺跡は,高松市多肥下町に

位置し,太田第 2土地区画整理事

業の中で整備が進められている都

市計画道路福岡多肥上町線の予定

地にあたる。

太田第 2土地区画整理事業は,

昭和62年 2月 2日 の香川県都市計

画審議会による都市計画決定を受

けて,昭和63年度から実施されて
いる。事業区域は,高松市街の南

郊約 6 kmの田園地帯で,林,木太 ,
太田,多肥の 4地区に及ぶ360.6ha

は全国有数の事業規模である。こ

の地域には,一般国道11号高松東

道路ならびに四国横断自動車道の

建設が予定され,こ れによる急速

な市街化が予想されるため,路線

沿線の市街化ならびに都市基盤整

備を計画的に進める目的で事業計

画がなされたものである。

第 2節 調査の経過
発掘調査も含めて区画整理事業

にかかる施工は,所有者の土地使

用権を一定期間停止するための仮

換地指定の後に行われる。凹原遺

跡の場合は,平成元年度の都市計

画道路側溝工事に伴う立会時に土

器出土が確認されたことから,同
年度に試掘調査を実施した。この

結果,試掘対象地全域が埋蔵文化
財包蔵地と認められたため,包蔵

地を字名からとって凹原遺跡と命

名し,発掘調査を実施することと

なった。平成 2年 11月 5日 から平

成 3年 2月 28日 にかけて,高松市

教育委員会の直営で発掘調査を実

施した。航空写真測量は,写測エ

ンジニアリング(株)に発注した。

途|~

第 ]図
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第 2章 地理的環境 。歴史的環境

第 ]節 地理的環境
瀬戸内海に北面した香川県のほぼ中央に,低い山塊に囲まれた高松平野がある。高松平野は西側が南
から五色台へと続 く山地,東側が立石山山地によつて取り囲まれた東西20km,南北16kmの範囲に及んで
いる。また,こ の平野は,讃岐山脈から流下し,北へ流れて瀬戸内海へ注ぐ香東川をはじめ本津川・春
日川・新川などによって形成された扇状地でもある。

さて,現在石清尾山塊の西を直線に北流する香東川は,17世紀初頭の河川改4易によって一本化された

もので,古代以前においては香川町大野付近から東へ分岐した後,石清尾山塊の南側を回り込んで平野

中央部を東北流する別の主流路があった。この旧流路は,現在では水田及び市街地の地下に埋没してし

まったが,空中写真等から複数の旧河道が知られており,発掘調査によってもその痕跡が確認されてい

る。なお,17世紀の廃川直前の流路は御坊川としてその名残をとどめている。

第 2節 歴史的環境
高松平野中央部で,最古の遺跡は,縄文時代草倉1期の有舌尖頭器が表採された大池遺跡である。しば

らくの空白後,晩期の遺跡が発掘されており,木製農具が出上した林・坊城遺跡やさこ。長池遺跡,東
中筋遺跡,木器加工場であった居石遺跡等をあげることができる。

弥生時代前期に移ると,天満・宮西遺跡,汲仏遺跡で集落をめぐる環壕が発掘されるとともに,上西

原遺跡,さ こ・長池遺跡,さ こ 。長池Ⅱ遺跡で不定形小区画水田が見つかつている。中期になると,さ
こ・長池遺跡,さ こ・長池Ⅱ遺跡,井手東 I遺跡,多肥松林遺跡で住居跡,周溝墓等を伴う集落の一部

が調査されているが,規模・密度は総じて希薄である。

弥生時代後期になると遺跡は数・規模ともに爆発的に増加し,上天神遺跡,天満・宮西遺跡,四原遺

跡,空港跡地遺跡のように十数棟の住居跡と大量の廃棄土器を伴う集落が出現する。

古墳時代では,こ れら弥生時代後期の遺跡のうち上天神遺跡,凹原遺跡,空港跡地遺跡が前期初頭に

至るまで集落が存続する。また,太田下・須川遺跡では古墳時代中期の集落を検出している。一方,古
墳の分布状況を概観すると,石清尾山古墳群をはじめ,主 に丘陵上に築造されている。

古代では条里遺構が注目される。各遺跡で,条里界線にあたる遺構を検出しており,平安時代から現

代に至るまで時代は様々であるが,条里地割施行が段階的に進んだことが明らかになりつつある。中で

も,松縄下所遺跡は現地表面の条里とは10数
メートルずれた位置にありながら地表条里と

同方向の道路側溝を検出し,時期も7世紀代
にまで遡り得るなど高松平野の条里施行に関

わる可能性がある重要な遺跡である。また,

さこ。長池Ⅱ遺跡では旧香川・山田郡界線に

あたる部分に幅 6mの間隔で並行する道路側
溝を検出している。

中世では,さ こ。長池遺跡,さ こ。松ノ木

遺跡で,旧河道が埋没していく過程の凹地に

小規模な区画の水田面が検出されている。ま

た,空港跡地遺跡では,溝に囲まれた屋敦跡
を確認している。
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第 2図 遺跡位置図
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査区の設定と遺構番号
凹原遺跡の調査は,水路の保全や廃土処理スペースの確保を図るため,調査対象地を4区画に分割し

て行った。調査区は,北から順にI～ Ⅳ区と呼称した (第 1図 )。 また,遺構番号については,調査時

に検出した順に付けており,本報告でも原則として調査時の遺構番号を踏襲した。柱穴を除く検出した

遺構一覧については,第 1表のとおりである。

第 2節 遺跡の概要と基本層序
調査前の対象地は,水田として利用されていた。都市計画道路福岡多肥上町線では24m幅員の道路予

定地のうち総長 225m分が調査対象となり,面積は約5,400ポ を測る。そのうち,現有道路や用水路部分

などを除くと,実際の掘削面積は3,274♂ となった。

さて,凹原遺跡は高松平野の中央部に位置する。この平野には香東川の旧河道が幾本も埋没しており,

これら流路の沖積作用によって形成された微高地が数多く点在している。凹原遺跡は二つの微高地を南

北にまたぐ形で立地しており,南北二つの微高地間には小谷が存在する (第 5図 )。 調査区のうち I…

Ⅱ区が北微高地に,Ⅲ ・Ⅳ区が南微高地に該当し, Ⅱ・Ⅲ区間に小谷が所在する。さらに,南微高地の

南側すなわちⅣ区南端には,香東川の埋没旧河道が存在する。

遺跡の基本層序は,略図で表すと第4図のとおりである。調査区全体は,近世～近代の耕作土層と考

えられるイ・口層および①②層によつて覆われている。南北微高地は,頂上部では削平を受けて厚い堆

積層は見られないが,縁辺部では④層 (I区)。 ③層 (Ⅱ ・Ⅲ区)・ ⑤層 (Ⅳ区)と いつた褐灰色また

は黒褐色の上壌化層が見られる。凹原遺跡でもっとも多い弥生時代後期末の遺構は,③層より上で④・

⑤層より下に存在する。一方, Ⅱ oⅢ 区間の小谷では厚い堆積層となっており,最上部に I・ Ⅱ層が,

その下にⅢ・Ⅷ層がある。 IoⅡ層の上に中世～近世と考えられるS D10・ llがあり,Ⅲ・Ⅷ層の上に

古墳時代後期末のS D15～ 17が掘削されている。また,皿層下部には集石 (橋状遺構)があり,このⅢ

層を埋土とするS D24か らは古墳時代後期後半の須恵器が出上している。さらに,谷底を縫うようにし

て弥生時代後期末にS D03が掘削されており,Ⅲ 区ではS D03お よび③層より下に弥生時代前期末の

S D18が掘削されている。微高地は浅責色ンルト質極細砂等で形成されており,標高は16.9～ 17.8mを

測り,南から北に向かって傾いている。小谷底は,標高16.4～ 16.8mを測り,同 じく南から北に傾いて

いる。

小谷

第 4図 基本層序略図
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微高地および小谷で検出した遺構は,弥生時代前期末～中期前葉,弥生時代後期末～古墳時代前期初
頭,古墳時代後期後半,鎌倉～室町時代,江戸時代のものである。これらの遺構は,竪穴住居15棟 ,井
戸 1基 ,溝25条,柵列 7列 ,柱穴87基 (竪穴住居・柵列の柱穴を除く),集石 (橋状遺構),土器棺墓
1基 (廃土置場を除く),土坑24基,不明遣構 4基を教え,遺構および包含層から30Υ Iコ ンテナ約100
箱分の遺物が出土した。出土遺物のうち,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭に属する土器が大部分を
占めるが,この時期の土器を時代別に「弥生土器」「土師器」と厳密に分けることは不可能であること

から,「弥生土器」で呼称を統一した。また,こ の時期の土器を検討するにあたって,大久保徹也氏作
成による下川津遺跡での土器編年 (大久保徹也1990)を 参考にした。本文中に記載されている「下川

津Ⅳ式」や「下川津V式」といった表記は,すべて下川津遺跡での土器編年に従っている。なお,微高
地上の遺構は,後世の削平を受けているものが多く,本文中に記載されている遣構の法量は現存の値を
示す。

参考文献

大久保徹也1990「下川津遺跡における弥生時代後期から古墳時代前半の土器についてJ『下川津遺跡』香川県教育委員会ほか
高橋  学1992「高松平野の地形環境J『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会

SHC14 1  Ⅱ  I弥 生土器
SH05 1  ■  1弥 生土器
SH06 1  Ⅲ  I弥 生上器
SH07 1  皿  i弥 生土器
SH08 1  Ⅲ
S H 09: Ⅳ 弥生上器

SH10 1  Ⅳ  I弥 生土器,石器
SHll l  Ⅳ  I弥 生土器
SH12 1  Ⅳ  I弥 生土器
SH13 1  Ⅳ
SH14 1 Ⅳ
SH15 1  Ⅳ  I弥 生土器 石器

S K 09  Ⅳ
SKll l Ⅳ
SK12 1 Ⅳ
SK13 1 Ⅳ
SK14 1 Ⅳ 弥生土器

SK15 1 Ⅳ 弥生土器

SK16 1  Ⅳ 弥生土器

S K 17: Ⅳ
SK18 1 Ⅳ

５５

一
Ｍ

一
５４

一
５５

一
５５

一
５５

一
５５

５５

一
５５

一
５５

一
５５

一
５５

一
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弥生土器

SK19 1 Ⅳ 弥生土器

SK20 1 Ⅳ 弥生土器 , 石 器

SK21 1 Ⅳ 弥生土器

SK22 1 Ⅳ
S K 23: Ⅳ 弥生土器

SK24  1    1V 弥生土器

SK25 1 Ⅳ 弥生土器

SX01 1  1
SX02 1  1
SX03 1  1
SX07 1 Ⅳ
集 石 | ]

旧1可道 i  Ⅳ

土器棺墓 |  ] 弥生土器

土器棺墓 11廃土置場 弥生土器

土器棺墓 21廃土置場 弥生土器

小 谷 IⅡ  Ⅲ 弥生土器,須恵器 ,

噴 砂 I Ⅳ

第 ]表 凹原遺闘遺構一覧

遺構名 1 調査区

弥生上器,石器

遺構名 : 調査区

SK01 1  1

S K 05   Ⅱ  I弥 生土器,瓦

|: SK07 1  Ⅳ  I弥 生土器
SK08 1  Ⅳ  I弥 生上器

弥生土器

] 殊生土器

SD01 1 1 Ⅱ 弥生上器 器

一　

一
器

S D 02 I 弥生土器

ll
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第 6図  I・ Ⅱ区遺構配置図 (縮尺1/300)
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第 3節 弥生時代前期末～中期前葉の遺構と遺物
弥生時代前期末～中期初頭の環濠と想定される溝 l条・柱穴 l基・土坑 1基,中期前葉の竪穴住居 l

棟をⅢ・Ⅳ区で検出した。 I・ Ⅱ区ではこの時期の遺構を検出していないことから,南微高地のみに集

落が存在していたと考えられる。
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SH10(第 10図 )
Ⅳ区北端で検出した直径約 7mを測る円形の竪穴住居である。深さは,後世の削平によるためか約10

cmしか残っていなかった。また,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭に属する竪穴住居 S H091こ よつて

南西部分約1/4が壊されている。中央に方形の中央ピット (心柱穴),壁寄りに現存10基の柱穴をめぐ
らしている。中央ピット付近より石鏃未製品 (2, 3)と 多量の剥片 (チ ップ)が出土したことから,

住居内で石器製作を行っていたと考えられる。さらに,炭化材が壁沿いに散乱しており,いわゆる焼失

家屋と呼ばれるものだが,出土土器は図化できるもの 1点 と少なく,住居が廃棄された後に焼失したと

考えられる。出土した弥生土器壺(1)から,弥生時代中期前葉の時期が考えられる。

Ⅳ区S P22(第 11図 )
Ⅳ区中央で検出した円形のピット (柱穴)である。直径40～ 45cm,深さ約30cmを 測る。壁寄りに比較

的大きな破片である弥生土器壺(4)が出土しており,弥生時代前期末と考えられる。
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S K25(第 12図 )
Ⅳ区中央で検出した直径約 l m80cmを 測る円形の上坑である。弥生時代後期末～古墳時代前期初頭と

考えられる竪穴住居S H15に よって上部が削られており,深さ約20cmしか残存していない。弥生土器壷

(5)。 奏 (6～ 8)が出上しており,弥生時代前期末～中期初頭と考えられる。

なお,S H15からも同じ時期の上器・石器が出上しており, S H15を掘削する際にS K25上部を壊し

ていることから,これらの上器・石器は本来S K25に帰属するものと考えられる。

SD18(第 13・ 14図 )
Ⅲ区北部,地形で言えば小谷底で検出した溝である。幅 3～ 4m,深さ約50cmを測る。溝西半分は,
弥生時代後期末～古墳時代前期初頭に属するS D03と 重複しており, S D03に より上部を削られている。

埋土は粗砂礫層のみが厚く堆積していることから,おそらく洪水によリー気に溝が埋没してしまったも

のと考えられる。埋土から弥生土器壼 (9～ 13)。 甕(14～ 17)。 鉢(18)や石器(29)が出土しており,弥生

時代前期末～中期初頭と考えられる。

また,検出した範囲では南微高地北辺に沿って弓なりに由がつた平面形態を示している。弥生時代前

期末～中期初頭の時期が考えられること,南微高地に同時期の遺構が確認できることを考慮すると,南

微高地上にあった集落を取り囲んでいた環濠の可能性が指摘できる。ただし,微高地南辺では環濠は検

出しておらず,微高地の南側は規模の大きい旧河道となっている。この旧河道を環濠の代わりに利用し

たため,微高地南辺つまり集落南端には環濠を掘削しなかったとも考えられる。

最後に,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭のS D03埋土中からも弥生時代前期末～中期初頭の上器

片が少数ながら出土している。これは,S D03を掘削する際にS D18上部を壊していることから,本来

これらの上器はS D18に 帰属するものであったか,調査区外のS D18周 辺にあつた同時期の遺構に帰属

すべきものと考えられる。

N   
卜 169m

1明青灰色粗砂礫 (5コ37/1)

0        1m

第13図 SD18平面・断面図 (縮尺1/100,1/40)

-14-



＼
12

＼

半 上 ノ
25

「
旧

恒

Ｒ

田

エ

Ⅷ
旧

旧

旧
旧

Ⅱ

第14図 SD18出土遺物実測図 (縮尺 1/4,1/2)

-15-



第 4節 弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺構と遺物
弥生時代後期末～古墳時代前期初頭と考えられる竪穴住居14棟・井戸 1基・溝 8条・土器棺墓 1基を

調査区全域で検出した。このうちS D03・ 04以外の遺構は微高地上に立地し集落を構成しているが ,

S D03・ 04のみ力Ⅵ 谷ヽ底に沿って掘削されており他の遺構と性格を異にすることから, S D03・ 04は最

後に報告する。また,微高地は南北 2つ に分かれるが,南北微高地上にある当該期の遺構から出土する
遺物に時期差はなく,微高地間の小谷も幅が狭いことから,南北それぞれ別集落であっても同一集団で
ある可能性が高いことから,こ こでは一括して報告するものである。

S H01(第 15図 )
I区北端で検出した直径3.5～4.Omを 測る円形の竪穴住居である。中央部を試掘 トレンチにより南北
に削られ,北端は調査区外に及ぶ。深さは,後世の削平によるためか約10cmしか残っていない。中央に
精円形の炉を設け,炉の南に中央ピット (心柱穴),炉の東西に3基の柱穴を配置している。埋土は2
層を確認している。出土遺物はないが,他の竪穴住居との比較検討,特にS H05と 同じ規模で類似する
ことから,同 じ弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。
S H02(第 16図 )
Ⅱ区北部で検出した南北2.8m,東西2.8m以上を測る方形の竪穴住居である。西端を試掘 トレンチに
より壊されている。削平が著しく,周構と柱穴の底しか残っていないが,柱穴(Pl～P3)は東西南北の
十年に配列されていたと想定される。炉は,壊された西側に設けられていたか削平されたと考えられる。
出土遺物はないが,他の竪穴住居との比較検討,特にS H04・ 11・ 14と 同じ規模で類似することから,
同じ弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

S H03(第 17・ 18図 )
Ⅱ区中央で検出した南北4.8m,東西4.8mを 測る隅丸方形の竪穴住居で,深さ約50cmを 測る。北西隅
に 1× 1.7mの 落ち込みを付設している。内部構造は,西方向を除く三方にベッド状遺構 (約 10cmの段
差)力Sめ ぐり,中央に方形の中央ピット (心柱穴),中央ピット南側に不整楕円形の炉を設け,中央ピ
ットより斜め四方に4基の柱穴(Pl～P4)を配列している。さらに,ベ ッド状遺構を除去したところ,
柱穴を3基 (P5～ P7)と 周溝を検出したことから,少なくともS H03は 1回の建替えを行い,その際に
ベッド状遺構を新設したと考えられる。なお,第 1段階はP5～P7の柱穴 3基しかないが,北西隅は柱
穴Plを 2時期にわたって使用したのかもしれない。埋土は8層確認している。このうち,第 1～ 4層
は竪穴住居が廃絶後埋没していく過程で堆積した土層で,第 5層 はベッド状遺構を構成している土層 ,
第8層 は掘削した竪穴底を平坦にするための貼床,第 6層は柱穴の埋没土,第 7層 は炉の炭層である。
また,床面には炭化材が散乱していただけでなく,柱穴P4は炭化した柱材を立った状態で検出して
おり,さ らに柱穴P4か ら折れた柱材が南に倒れた状態にあった。いわゆる焼失家屋である。出土遺物
は図化できたものが17点と比較的多いが,完形品がないことから住居廃絶後に焼失したと考えられる。
遺物は,第 1～ 3層 にあたる埋土上部 (30～33),第 4層 にあたる埋土下部 (34～42),第 8層直上であ
る床面直上 (43～46,ただし44は第5層 中)から出上している。埋土下部の出土遺物はおおむね下川津V
式に,床面直上の出土遺物は下川津Ⅳ～V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考
えられる。ただし,石鍬(40)は弥生時代前期のものであることから混入品である。
S H04(第 19図 )
Ⅱ区中央で検出した南北3.8m,東西3.lmを 測る方形の竪穴住居である。側壁に沿って周溝がめぐり,
不整精円形の炉を南西I品に設けている。柱穴は,北西隅と南東隅に2基ずつ計 4基 (Pl～P4)配列して
いる。埋土は3層確認しており,第 1層 は住居廃絶後の埋没土,第 2層は柱穴の埋没土,第 3層 は炉の
炭層である。埋土第 1層から出土した弥生土器甕 (47)・ 高杯 (48・ 49)はおおむね下川津V式に相当し,
弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。また, S H04は水路であるS D03に 隣接して
いるだけでなく,井戸S E01に も隣接するという特異な立地条件をもっている。
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炭化材 ベッド状遺構除去後の検出遺橋
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S H05(第 20図 )
Ⅱ区南部で検出した直径4.lmを測る円形の竪穴住居で,約20cmの深さが残る。南西 1/4を後世の撹

乱により壊されている。平面方形の中央ピット (心柱穴)を中心に,柱穴が斜め十字方向に2基ずつ並

んでいたと考えられる(Pl～4,P6・ 7)。 壊されていた南西 1/4部分に,炉 と南西方向に並ぶ柱穴 2基

があったと想定される。周溝が南端で途切れており,南向きに入口があつた可能性もある。埋土は4層

確認しており,第 1層 は住居廃絶後の埋没土,第 2～ 4層 は柱穴の埋没上である。床面直上から弥生土

器小型鉢(50,51),埋土第 1層から出上した弥生土器甕 (52)・ 壷 (55)・ 底部 (53・ 54)はおおむね下川津

Ⅳ式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

S H06(第 21図 )
Ⅲ区南部で検出した南北4.lm以上,東西 4.3m以上を測る隅丸方形の竪穴住居である。南端をS D12
・13に よつて,西端を試掘 トレンチによつて壊されている。深さは,後世の削平によるためか約10cmし

か残っていない。平面方形の中央ピット(心柱穴)の南側に楕円形の炉を設け,側壁に沿って柱穴を5基

(Pl～ 5)配置している。また,平面では確認できなかったが,断面で周溝がめぐっていることも確認

した。埋土は8層確認しており,第 1・ 2層は住居廃絶後の埋没土,第 3層 は掘削した竪穴底を平坦に

するための貼床,第 4・ 5,7・ 8層は柱穴の埋没土,第 6層は炉の炭層である。埋土第 1層 から出土

した弥生土器壷 (56・ 57・ 59)・ 小型鉢 (58)・ 底部 (60)はおおむね下川津V式に相当し,中央ピットから

出土した弥生土器底部 (61)は下川津Ⅲ～Ⅳ式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考

えられる。また,炉から珍しい土製勾玉(62)が出土している。

SHOフ (第22図 )
Ⅲ区中央で検出した南北4.3m以上,_東西4,lm以上を測る竪穴住居である。調査時,微高地縁辺に堆

積していた③ a層上面で遺構検出を行い,円形もしくは隅丸方形の竪穴住居があると認識したが,試掘

トレンチを設定するも竪穴住居埋土と③ a層 の違いが把握できず,③ a層 除去後に炉・中央ピット(心

柱穴)・ 柱穴のみを検出した。平面方形の中央ピット(心柱穴)の南側に楕円形の炉を設け,柱穴を8基

(Pl～ 8)おそらく側壁に沿つて配置している。柱穴のうち,屋根を支える支柱用として使用されたの

は,Pl・ 2・ 4・ 7・ 8の 5基と想定される。炉と柱穴の埋土は3層確認しており,第 1層が柱穴,
第2層が炉の炭層,第 3層が炉の埋土である。中央ピットから出土した弥生土器4j｀型甕 (63)・ 小型鉢 (64),

床面直上から出土した弥生土器壼 (65)・ 甕(66)は おおむね下川津Ⅳ式に相当し,弥生時代後期末～古墳

時代前期初頭の時期が考えられる。

S H08(第 23図 )
Ⅲ区南部で検出した南北3.6m以上,東西4.Om以上を測る竪穴住居である。調査時, S H07同様に円

形もしくは隅丸方形の竪穴住居があると認識したが,結果的には中央ピット(心柱穴)。 柱穴のみを検出

した。平面方形の中央ピット(心柱穴)を 中心に,柱穴を5基 (Pl～ 5)お そらく側壁に沿って配置して

いる。出土遺物はないが,他の竪穴住居との比較検討,特にS H06・ 07と 同じ規模で柱穴の配置等が類

似することから,同 じ弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

S H09(第 24図 )
Ⅳ区北部で検出した南北 4.7m,東西4.7mを 測る方形の竪穴住居で,深さ約30cmを測る。南西隅の一

部を試掘 トレンチによつて壊されている。内部構造は,南を除く三方に地山削り出しによるベッド状遺

構 (約 15cmの段差)を設け,周溝を側壁に沿ってほぼ一周めぐらしている。さらに,ベ ッド状遺構の内恨I

にも南から東にかけて約 5 cmの段差が設けられている。一方,ベッド状遺構に沿って柱穴(Pl～ P4)

を配列しているが,規模が大きい割に中央ピット(心柱穴)が認められず,炉 も壊された南西部分に存在

したのか確認できなかった。埋土は8層確認しており,第 1～ 5層は住居廃絶後の埋没土,第 6層 は柱

穴P3の柱材が土壌化したもの,第 7・ 8層は柱穴の埋没土である。ただし,柱穴P3の第 2層 は柱を

立てた時の埋土と考えられる。遺物は,第 1～ 5層の埋土から出土した弥生土器甕(67),ベ ッド状遺構

南端直上から出土した弥生土器′Jヽ型丸底壷 (68)・ 小型鉢 (69)はおおむね下川津V式に相当し,弥生時代

後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。
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SHl](第 25図 )
Ⅳ区中央で検出した南北3.lm,東西3,9mを測る方形の竪穴住居で,深さ約50cmを沢1る。埋土の一部

を試掘 トレンチにより壊されている。中央より南に炉を設け,南から東にかけ壁に沿つて周溝をL宇形

にめぐらしている。柱穴は全部で 4基 (Pl～ 4)あるが,南部分に偏っている。埋土は4層確認してお

り,第 1・ 2層 は住居廃絶後および柱穴の埋没土,第 3層 は周溝および柱穴の埋没土で,第 4層 は掘削

した竪穴底を平坦にするための貼床である。出土遺物には弥生土器小片がある。他の竪穴住居との比較

検討,特にS H04・ 14と 同じ規模で類似することから,同 じ弥生時代後期木～古墳時代前期初頭の時期

が考えられる。

SH12(第 26図 )
Ⅳ区中央で検出した南北4。3m,東西4.9mを測る方形の竪穴住居で,深さ約40cmを 測る。南西部分を
S Hllに よって壊されている。北端中央に約30× 70cmの出っ張 りをもつ。内部構造は,平面方形の中央

ピット(心柱穴)の南側に長方形の炉を設け,中央ピットより斜め四方に柱穴を4基 (Pl～ 4)配置して

いる。中央ピットは, S H03同様に上部が平面方形を呈し,下部では円形を呈する。また,周溝を側壁

に沿って一周めぐらしていると想定される。さらに,南東部分にはL字形に約10cmの段差を設けている。

埋土は 5層確認しており,第 1・ 2層 は住居廃絶後の埋没土,第 3層は周溝の埋没土,第 4層 は貼床の

可能性があり,第 5層 は柱穴の埋没上である。遺物は,南東隅の床面直上からほぼ完形の弥生土器甕

(70),第 1～ 2層の埋土から出土した弥生土器甕 (71)。 高杯 (72・ 73)はおおむね下川津V式に相当し,

弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

SH13(第 27図 )
Ⅳ区中央の西壁沿いで検出した南北3.6m以上,東西0.8m以上を測る隅丸方形の竪穴住居で,深さ約

65cmを測る。遺構の大部分が調査区外に及ぶため,内部構造は明らかにできなかった。埋土は 5層確認

している。出土遺物には弥生土器小片がある。他の竪穴住居と比較検討,特に隅丸方形を呈することか

ら,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

SH14(第 28図 )
Ⅳ区中央で検出した南北3.Om,東西3.4mを測る方形の竪穴住居で,深さ約30cmを測る。南西部分で

S D21と 重複しているが,前後関係は不明。中央より南に炉を設け,柱穴を北東・南東・南西の三方に

3基 (Pl～ 3)配列している。さらに,北東部分には南北1.4m,東西1.Omを 測るベッド状遺構 (約 10

cmの段差)を地山削り出しにより設けている。特筆すべきは,こ のベッド状遺構の西辺に炭化した間仕

切り板が残っていたことである。さらに,床面に炭化材が散乱していたことから,い わゆる焼失家屋と

考えられる。ただし,完形の土器がないことから,住居廃棄後に焼失したものと考えられる。埋土は 7

層確認しており,第 1・ 2層は住居焼失後の埋没土,第 3層 は焼土層,第 4層 は間仕切り板を立てるた

めに充填した粘土,第 5層は炉の炭層,第 6・ 7層 は柱穴の埋没上である。第 1～ 3層から出土した弥

生土器鉢 (74)・ 甕底部 (75,76)は おおむね下川津V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の

時期が考えられる。

SH15(第 29図 )
Ⅳ区中央で検出した南北1.5m以上,東西2.5m以上を測る方形の竪穴住居で,深さ約10cmを測る。遺

構検出作業では平面方形の竪穴住居として認識できたが,後世の削平が著しく断面観察により埋上の一

部と炉のみしか検出できなかった。埋土は3層確認しており,第 1層は住居廃絶後の埋没土,第 2層 は

炉の炭層,第 3層は炉を成形するための充填土と考えられる。第 1層から弥生土器甕 (77～79),第 2・

3層から扁平片刃石斧 (80)が出土しており,こ れら遺物は弥生時代中期初頭に属するものである。ただ

し,中期初頭において平面方形の竪穴住居が存在しないこと,14買で報告したとおりS H15が S K25の

上部を削つており弥生時代前期末～中期初頭に属するS K25の 遺物を混入している可能性が高いことを

考慮すると, S H15の帰属する時代は周辺に密集している弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の竪穴住

居と同じ時期と考えられる。
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0     1m

―

1 明黄掲色シルト質極細砂 (75W“ /6)
2 掲色シルト質極細砂  (7 5YR4/6)
3 黒掲色シルト質極細砂 (lCIYR3/1,粒子やや粗い,娩上・炭・土器片多く含む)
4 褐灰色シルト質極細砂 (10YR4/1,粒子やや粗い)
5 黒色炭層      (lKIYR1 7/)
6 褐灰色シルト質極細砂 (7 5YR4/1,粒 子やや粗い)
7 掲灰色シルト質極細砂 (75梨/1,粒子やや粗い,地山塊をプロック状に合む)

第28図 SH14平画・断面図 (縮尺1/60)出土遺物実測図 (縮尺 ]/4)

―
 L=178m

O     lm

―

第27図  SH]3平画・断面図 (縮尺1/60)

卜180m

0     1m

―

0             10 Cm

0              10 Cm

74-76埋 土

暗赤褐色シルト質極細砂 (5YR3/2,炭 を少量含む,SH15埋上)

黒帽色シルト質I・I細砂 (7 5YR3/2,炭 を多量合む,SH15炉址)

灰掲色シルト質種細砂 (7 5YR4/2,小 石粒を多量含む,堅級 )

褐灰色シルト質極綱砂 (7 5YR4/1,SK25埋上)

蓬萎勢下「 01門 躍‖和77
――創 鶯

30

77～ 79埋± 80炉址

o             5cln

第29図 SH]5断面図 (縮尺1/60)出土遺物実測図 (縮尺 ]/4,1/2)

P3
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S EOl(第30図 )
Ⅱ区中央,水路 S D03西肩で検出した南北1.2m,東西2.2mを測る素掘りの井戸状遺構である。二重

構造となっており,南北1.2m,東西1.lm,深さ約50cmを浪よる窪みを上段とし,さ らに約10cm下 に南北

1.lm,東西1.4m,深さ約20cmを 測る不整形の井戸底がある。井戸底はS D03の底をさらに掘り窪めて

いる。しかしながら,井戸とするには形態が適さなく,深度も浅い。水路であるS D03の肩に設けられ

ていること,竪穴住居 S H04がすぐ西に隣接することを考慮すれば, S H04の使用者がS D03よ り水を

容易に汲み上げるために設けたもので,緩やかな傾斜をもつ上段より降り,井戸底はS D03を流れる水

を溜め汲み易くしている水汲み施設の可能性がある。埋土は 5層確認しているが,S D03と 似た土層を

もち,S D03と 同時に機能を失い埋没していつたと考えられる。第 5層から弥生土器が出土しているが ,

中期前葉,後期前葉,後期中葉～古墳時代前期初頭と複数の時期に属する遺物が混在している状況も

S D03と 共通しており, S D03と 同じ弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

S D01(第 6・ 31～35図 )
I・ Ⅱ区で検出した幅約0.7～ 1.8m,深 さ約50cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ

は約64mを測る。Ⅱ区中央西端より調査区内に入り,わずかに蛇行しながら北北東方向に調査区を縦断

し, I区北端で調査区外 |こ出る。Ⅱ区とI区での溝底の比高差は約20cmで あり,緩やかな傾斜をもつ。

埋土は大きく2層 に分かれ,下層である第 2層が細砂であることから,水路として機能していたことが

伺える。上層である第 1層 はシルト質極細砂であり,溝が機能しなくなってから埋没した土層である。

この第 1層から弥生土器がまとまって出土していることから,機能を失った水路に一括廃棄されたもの

と考えられる。出土した弥生土器はおおむね下川津V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭

の時期が考えられる。この S D01に 隣接して,同時期の竪穴住居が存在することから,集落の排水用に

掘削された水路と考えられる。

O         lm

用
ヽ
＝
μ
ω

φ
日
ｐ
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Ｉ
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Ｉ
‐

引
輝
（測
営
〉

――Ett Lこ 166m

1 黒掲色シルト質極細砂 (7働R〃 2)
2 黒褐色シルト質極細砂 (7 5YR2/2,細 砂を含む)
3 黒掲色シルト質極細砂 (lllYR2/2)
4 暗灰黄色シルト質極細砂 (2昴R5/2)
5 細砂～中砂,小礫

SEOl平画・断面図 (縮尺]/40)出土遺物実測図 (縮尺]/4)
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Ⅱ区南側

第31図 SDOl断面図 (縮尺 1/40)

黒掲色シルト質極細砂 (刊Ⅷ賂/1,小石粒を含む)

第 1層にFeを含む

黒掲色極細砂 (lllYR5/1,小 石粒を含む)

0        1m

o              5cm

▼
I区北側

W 
砂=17 2m   W

/  1  て

3

J

0               10 Cm

|

第32図 SDO]下層出土遺物実測図 (縮尺1/4,1/2)
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0               1o cm

第33図 SDO]上層出土遺物実測図① (縮尺1/4)
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第34図 SDOl上 層出土遺物実測図② (縮尺 1/4,1/2)

触 1“ゞ|
第35図 SDOl上・下層出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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S D02(第 6・ 36図 )
I区東部で検出した幅0.8m,深 さ約20cmを 測る断面台形の溝で,平面形態は「く」の字形を呈し,北

側の長さ約2.6m,南側の長さ約3.2mを 測る。溝として分類したが,土坑または不明遺構として分類す
べきものかもしれない。埋土は 2層 に分かれる。埋土から出上した弥生土器甕 (156)・ 高杯 (157・ 158)

はおおむね下川津Ⅳ式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

S D06(第 7・ 37図 )
Ⅲ区で検出した幅約0,7～ lm,深さ約60cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約
22mを 測る。Ⅲ区南部西端より調査区内に入り,わずかに蛇行しながら北北東方向に調査区を縦断し,
Ⅲ区北部で微高地が終わり小谷になる地点で消滅している。南端と北端での溝底の比高差は約10cmと 緩

やかな傾斜をもつ。埋土は大きく2層 に分かれ,下層である第 3層が礫を多く含む極細砂であることか

ら,水路として機能していたことが伺える。上層である第 1・ 2層 はシル ト質極細砂であり,溝が機能
しなくなってから埋没した土層である。上層から弥生土器がまとまって出土していることから,機能を

失った水路に一括廃棄されたものと考えられる。出土した弥生土器はおおむね下川津Ⅳ式に相当し,弥
生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。並行して存在するS D07同様に,集落から小谷

に向けて水路があることから,集落内の排水を小谷に流すために掘削された水路と考えられる。なお ,
この S D06は S D14・ 25と 交差しており, S D14・ 25は S D06を壊して掘削されているが,同 じく交差

するS D09と の前後関係は明らかにできなかった。

S D07(第 7・ 38～43図 )
Ⅲ区で検出した幅約0.5～ lm,深さ約50cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約
30mを測る。Ⅲ区南端西側より調査区内に入り,わずかに蛇行しながら北北東方向に調査区を縦断し,

Ⅲ区北部で微高地が終わり小谷になる地点で消滅している。南端と北端での溝底の比高差は約30cmと や

や緩やかな傾斜をもつ。埋土は大きく2層 に分かれ,下層である第 3層が極細砂であることから,水路
として機能していたことが伺える。上層である第 1・ 2層はンルト質極細砂であり,溝が機能しなくな

ってから埋没した土層である。上層から弥生土器がまとまって出土していることから,機能を失った水

路に一括廃棄されたものと考えられる。出土した弥生土器は,下層がおおむね下川津Ⅳ～V式,上層が

おおむね下川津V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。この S D071こ

隣接 して同時期の竪穴住居が存在することや,集落から小谷に向けて水路があることから,並行して存

在するS D06同様,集落内の排水を小谷に流すために掘削された水路と考えられる。なお,この S D07

はS D12～ 14・ 25と交差しており, S D12～ 14・ 25は S D07を壊して掘削されている。

S D09(第 7・ 44図 )
Ⅲ区で検出した幅約0.4m,深 さ約20～ 30cmを 測る断面U字または台形の溝で,調査区内で検出した

長さは約26mを測る。Ⅲ区南端西側より調査区内に入り,蛇行しながら北方向に調査区を縦断し,Ⅲ区

北部で微高地が終わり小谷になる地点でS D03と 合流する。南端と北端での溝底の比高差は約20cmと 緩

やかな傾斜をもつ。埋土は大きく2層 に分かれる。Ⅳ区で検出したS D21が延長上にあり,同 じ規模で

埋土も類似することから, S D09と S D21は 同一の溝である可能性が高い。埋土から弥生土器小片が出

土しており, S D21と 同一の溝の可能性があることから,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が

考えられる。集落内の排水を小谷に流すために掘削された水路の可能性もあるが, S D06・ 07と 比べる

とおヽ規模であり, S D21と 同一の溝と想定した場合,集落を区画していた溝の可能性も考えられる。な

お,こ の S D09は S D12・ 13と 交差しており, S D12。 13は S D09を壊して掘削されているが,同 じく

交差するS D06と の前後関係は明らかにできなかった。

S D21(第 7・ 45。 46図 )
Ⅳ区で検出した幅約0,4～ 0.5m,深さ約15～ 55cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ

は約40mを測る。Ⅳ区北部西端より調査区内に入り,緩やかに弧を描きながら南南東方向に調査区を縦

断し,Ⅳ区南部で微高地が終わり旧河道になる地点で消滅している。北端と南端での溝底の比高差は約

10cmと緩やかな傾斜をもつ。埋土は大きく2層に分かれる。Ⅲ区で検出したS D09が延長上にあり、同
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(縮尺]/40)出 土遺物実測図 (縮尺1/4)

暗赤掲色シルト質Ita細砂 (5YR3/8,小石粒を含む)

黒褐色ンルト質極細砂 (5YR2/1)

第36図 SD02断 面図

W 
じ=176瀬

W  
卜 177m

南側 昭

黒褐色シルト質極細砂 (1硯留 /2,礫 を多く合む)

黒褐色シルト質極細砂 (lllYR3/1,礫 を多く含む)

黒掲色極細砂 (10YR3/1,礫を多く含む)

黄灰色シルト質極細砂 (25Y5/1)
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0             10 Cm

第37図 SD06断面図 (縮尺]/40)出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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晴褐色シルト質極細砂 (1鋭昭 /4,礫 を含む)

黒褐色シルト質4jI細砂 (lklYR3/2,礫を多く含む)

黒褐色極細砂 (lllYR3/1)
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第38図 SDOフ断面図 (縮尺]/40)下層出土遺物実測図① (縮尺1/4)
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第39図 SDOフ下層出土遺物実測図② (縮尺1/4)

0                10

第40図 SD07上層出土遺物実測図① (縮尺]/4)
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第42図 SDOフ上層出土遺物実測図③ (縮尺]/4)
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じ規模で埋土も類似することから, S D09と S D21は 同一の溝である可能性が高い。埋土から出土した

弥生土器甕(226～ 228)。 高杯 (229～ 231)はおおむね下川津V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前
期初頭の時期が考えられる。集落内の排水を小谷に流すために掘削された水路の可能性もあるが, SD
06・ 07と比べると小規模であり, S D09と 同一の溝と想定した場合,集落を区画していた溝の可能性も
考えられる。なお,このS D21は S Hll,13・ 14, S D23と 交差するが,前後関係は明らかにできなか
った。

土器棺墓 (第47図 )

Ⅱ区で検出した小児用土器棺墓である。墓墳は南北60cm,東西45cm以上の楕円形を呈する。上部は後
世の削平を受けており,深さ約25cm分が残る。土器棺は壷 1点 と大型鉢 2点を組み合わせている。身で
ある壷は口頚部を欠いており,上を東に向けて墓墳中央に横たえていた。蓋である大型鉢は壷の口を塞
ぐ形で 1点とその横に 1点を墓漿内に入れていた。出土した弥生土器大型鉢 (232・ 233)。 大型壷 (234)
は下川津Ⅳ～V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

レ 17 5m      E    W じ=177m
E    w 

と=177m

V
南TRll

第44図 SD09断 面図 (縮尺 1/40)

］一け
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椒

1 晴掲色シルト質極細砂 (7 5YR3/4,礫 を含む)
2 黒褐色シルト質Ita細砂 (75H電/2,礫 を含む)

0        1m

1 暗掲色シルト質Ita細砂 (7「DYR3/3)
1' 暗掲色シルト質極細砂 (7 5YR3/3,粒 子が粗い)
2 暗褐色シルト質極細砂 (75W幣/3,地山塊を含む,人為的なJ■■ ?)
2' 晴褐色シルト質極細砂 (75Ч昭 /3,地山塊を含む,粒子が粗い)
3 黒掲色シルト質極綱砂 (75Ч電 /1)

―――――      ――――― Iデ=177m

▽
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0        1m

―
 ――一 L「180m

1(:テ

':側第45図 SD2]断面図 (縮尺 ]/40)

第46図 SD2]出 土遺物実測図 (縮尺 ]/4)
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土器棺平面(検出時)

土器柏平面(完掘Hう

墓壊平面

黒褐色シルト質極細砂 (7税R71)
黒掲色シルト質極細砂 (7 5YR2/2)

褐灰色シルト質極細砂 (7 5YR4/1)

E           W L=173m

0             50 cm

N 
レ 174m

Ⅱ区土器棺墓平面・断面図 (縮尺 1/20)
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S D03(第 6・ 7・ 48～ 67図 )
Ⅱ・Ⅲ区で検出した溝で,北微高地・南微高地の間に所在する小谷の底を縫うようにして掘削されて
いる。調査区内で検出した長さが約82mに も及ぶため,調査にあたってはS D03を 北から順に8区分し,
Ⅱ区を 1～ 6区に,Ⅲ 区を7～ 8区に分けた。

S D03の規模は,幅 2～ 3.8m,深 さ約40～ 50cm,長さ約82mを測り,断面はおおむねU字形を呈す
る。ただし, 4・ 5区では幅が 4m以上となり,さ らに溝底の凹凸が激しいことから断面もU字形とは
ならない。Ⅲ区中央西端より調査区内に入り,蛇行しながら北東方向に調査区を縦断し, Ⅱ区北部東端
で調査区外にのびている。南端と北端での溝底の比高差は約40cmと緩やかな傾斜をもつ。 4～ 8区では,

溝底で東西に並行する2条の窪みが確認されており,東西どちらが先かは断面観察では看取できないが ,
少なくとも1回の再掘削が行われたと想定される。

埋土は,細分すると15層 に分かれる(第48図 ,た だし第14・ 15層 は第 8図を参照)。 細分された各土層
の堆積状況は, 1～ 8区の各区ごとに微妙な違いがあり,複雑な様相を呈している。遺構掘削時におい

ては,細分した土層単位に掘削し遺物を取 り上げることは時間的にも技術的にも不可能であったので,
これらを大きく3層 に分けた。上層は,褐灰色シルト質極細砂を主体とする土層で,第 1～ 3。 6層が

該当し,第 7・ 10。 12～ 13層 もこれに含む。堆積している厚さは約20～ 40cmを測る。中層は,灰色細砂
～中細砂とオリーブ黒色シルト質極細砂で,第 8。 9層が該当し,第 14層 もこれに含む。この第 8・ 9

層は, 2～ 5区にしか確認されていない土層である。堆積している厚さは,約 10～ 20cmと 薄い。下層は,
灰色中砂～小石や細砂～中砂を主然とする土層で,第 4・ 5層が該当し,こ れに第11・ 15層 も含む。堆
積している厚さは約20cmを測る。

下層が細砂～小石であることから,水路として機能していたことがうかがえる。一方,上層はその特
徴から, S D03が機能を失い埋没していく過程で堆積した土層である。上層下部から完形に近い弥生土

器が出土していることから,水路としての機能を失った後にS D03が土器の廃棄場所として利用された
と考えられる。さて,中層は細砂～中細砂を含むことから下層より新しい時期の水流である。この中層
は, 2～ 5区にしか確認されておらず, 4・ 5区間断面を観察するとS D03本来の溝底とは別に東端に

堆積していることを考慮すると, 4・ 5区の所で調査区の東 (外 )か ら入つてきた新たな流れで, 3区 を

通って, 2区の所で再び調査区の外へ出ていったと考えられる。つまり,第 1段階ではS D03は小谷底
を縫うように調査区を北東に斜めに縦断していたが,第 2段階では調査区の外から 5。 4・ 3・ 2区 と

続 く新たな流れが出現し,第 3段階完全に埋没する時期である。第 1段階は溝底の再掘削の痕跡を考慮
すると,さ らに二つの小段階に細分できる。

さて,埋土から出土した弥生土器を概観すると,上 。中・下層とも時期差は認められない。これは,
水路であるため各土層の遺物が混じったためであり,ま たS D03が短期間しか機能していなかった可能

性も指摘できる。実際,主体を占めるのは下川津Ⅳ～V式と限られており,弥生時代後期末～古墳時代
前期初頭の時期が考えられる。なお,出土した弥生土器の一部に,前期末～中期前葉の土器を含むが ,
S D18の項で説明したとおり, S D18やその周辺にあった遺構の弥生土器を混入したものと考えられる。

S D03か ら出土した土器は多量で,凹原遺跡から出土した遺物の約 4割をも占め,さ らに微高地上にあ
った竪穴住居や溝と同時期であることから,集落からS D03に廃棄されたものと想定される。
また, S D03の具体的な機能として,南微高地上にある溝 S D06・ 07が排水をS D03に注いでいるこ
とから,集落から小谷にもたらされた排水を下流に向けて流す機能をもっていたと想定できる。これは,
第 5図の遺跡周辺の微地形を見れば明らかのように,S D03の 行く先は香東川の旧河道である。また,
調査区が限られており集落全体の内容はつかめないが,南微高地では排水用だが,北微高地では取水と
しての役割を担っていた可能性もある。

S D04(第 7図 ,第48図 S D03-6・ 7区間断面 )
Ⅱ区南東隅およびⅢ区北東隅で S D03と 並行する幅約0.8m,深 さ約0.lmを 測る断面U字形の溝で ,
調査区内で検出した長さは約■mである。埋土はS D03の第 6層 と同じであり, S D03同様に小谷埋没
土層より下部に位置することから,同 じ弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。
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SD03土層名
1 褐灰色シルト質極細砂 (7 5YR5/1,Feを 含む)
2 掲灰色シルト質極細砂 (lllYR4/1,Feを合む)
3 灰オリーブ色シルト質極細砂 (5Y5/2)
4 灰色中砂～小石 (N5/)
4′ 細礫～中礫

5 灰白色細砂～中砂 (2 5GY8/1)
6 黒掲色ンルト質極細砂 (75Ⅵ略/1)
7 黒捐色シルト質極綱砂 (lCIYR2/2,締りがない)
8 灰白色細砂～中細砂 (75Y7/2,第 7層を合む)
9 オリーブ黒色シルト質極細砂
(75Y2/2,締 りがなく細砂を合む)

10 灰オリーブ色シルト質極細砂 (5Y5/2)
H オリーブ黒色シルト質極細砂
(75Y3/2,締 りがなく細砂を含む)

12 黒褐色シルト質極細砂 (25Y3/2)
13 シルト質極細砂～細砂

一
移=169m

レ=169m

卜 172m

卜 170m

小谷埋没土層名

I  灰掲色ンルト質極細砂 (7 5YR6/2,腱 を含む)
Ⅱ  灰褐色シルト質極細砂 (7 5YR5/2)
Ⅲ  白灰色細～中細砂 (5Y8/1)
Ⅳ 略灰黄色シルト質極細砂 (25Y4/2,細砂を含む)
③b 褐灰色シルト質極細砂 (lllYR●●/1)

SD18土層名
16 青灰色シルト質極細砂 (5PB6/1,地山塊をブロック状に含む)
17 明青灰色粗砂～細礫 (5PB7/1)

1・ 2区問断面(北向)

2'3区 間断面(北向)

4区間断面(北向)

6・ 7区問断面(北向う

――一 I「 172m

一
 L=17揃

0        1m

第48図 S D03断面図 (縮尺 1/40)

―-39-



で
一　

・

＼

254

ヽ  幽
25S

SD03-1区 下層出土遺物実測図 (縮尺

―-40-

0             1o cm

]/4)



６６

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

２

ヽ

―

―

‐

‐

‐

‐

‐

‐

‐

―

イ

272

第50図 SD03-2区下層出土遺物実測図 (縮尺]/4)
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第52図 SD03-3区下層出土遺物実測図② (縮尺]/4)
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第53図 SD03-4区下層出土遺物実測図 (縮尺1/4)
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第54図 SD03-5区下層出上遺物実測図 (縮尺1/4)
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第55図 SD03-7・ 8区下層出土遺物実測図① (縮尺]/4)
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第56図 SD03-ア ・8区下層出土遺物実測図② (縮尺 1/4)
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第59図 SD03-4区 中層出土遺物実測図
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第60図 SD03-]区 上層出土遺物実測図 (縮尺 1/4)
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第65図 SD03-8区上層出土遺物実測図① (縮尺1/4)
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第 5節 古墳時代後期後半～鎌倉・室阿時代の遺構と遺物
古墳時代後期後半～鎌倉・室町時代と考えられる溝 8条・集石 (橋状遺構)1碁 をⅡ・Ⅲ区の小谷で検

出した。小谷が埋没していく過程で,掘削および構築されたものである。谷底に掘削されたS D03(弥

生時代後期末～古墳時代前期初頭)が完全に埋没した後,小谷の堆積土層は大きく2つ に分かれる (第 4

図)。 上層は第 I・ Ⅱ層,下層はⅢ・Ⅷ層である。遺構面は 3面確認しており,第 3面はS D03埋没土

の上面で掘削および構築された S D19・ 24・ 集石,第 2面は第Ⅲ層上面に掘削されたS D14～ 17・ 25,

第 1面は第 I・ Ⅱ層上面に掘削された S D10・ 11である。

SD19(第 7・ 70図) 第3面
Ⅲ区北部で検出した幅約2.0～ 2.4m,深 さ約20cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ

は約20mである。平面は地形に沿って緩やかな弧を描 く。埋土上部にS D16・ 17が掘削されている。 S

D03から出上した弥生土器小片の混入が認められるが,第 Ⅲ層によって埋もれていることから,次項で

報告するS D24と 同じ古墳時代後期後半の時期が考えられる。

S D24(第 68図 ) 第3面
Ⅱ区 S D03-3・ 4区で検出した幅約60～ 80cm,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出

した長さは約 9mである。平面は緩やかな弧を描く。 S D03の 埋土を掘削しており(第48図 S D03-3・

4区間断面),第 Ⅲ層によつて埋もれている。溝肩より出上した須恵器杯身(448)は田辺編年 T K10(田

辺昭三1981)|こ相当し,古墳時代後期後半の時期が考えられる。

集石 (橋状遺構)(第 6・ 69図)第 3面
Ⅱ区南東隅, S D03上面で検出した幅約2.2m,高 さ約10～ 20cmを 測る集石で,調査区内で検出した

o       2m

ー

E      W レ 170m
Ⅲ 白脚 ～中翻 15Y81つ

 予

0        50 Cm

中

第68図 SD24平画・断面図 (縮尺]/100,1/40)出 土遺物実測図

0               10 Cm

(縮尺]/4)

ダ

第69図 集石 (橋状遺構)平面図 (縮尺]/60)
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長さは8mである。調査区外の東へさらに続いている。 S D03埋土直上に,直径約10～ 30cmの川原石を

置いており,第 Ⅲ層によつて覆われている(第48図 S D03-5。 6区間断面)。 おそらく,北 と南の微高地

を行き来する際に, S D03埋上の締りが弱く通行しにくかつたため,川原石を置いて橋としての機能を

もたせたものと想定される。 S D03よ り混入した弥生土器片を含むが,弥生時代後期末～古墳時代前期

初頭の S D03が埋没した後に構築され,同 じ第Ⅲ層によつて覆われるS D24が古墳時代後期後半である

ことから, S D24と 同じ古墳時代後期後半に近い時期が考えられる。

SD14・ 25(第 7'70図 ) 第2面
S D14は ,Ⅲ 区北部,微高地の縁辺で検出した幅約40～ 60cm,深さ約10cmを測る断面U字形の溝で ,

検出した長さは約12mである。平面は地形に沿って弧を描 く。埋土は 2層確認している。埋土から弥生

レ 17 3m N

)       2m

ー

0        1m

小谷埋没土層名 (SD15～ 17含む)
I 灰褐色シルト質極細砂 (7 5YR6/2,Feを 含む)
Ⅲ 白灰色細～中細砂 (5Y8/1,SD19)
Ⅶ 紫黒色シルト質極綱砂 (5P2/1,SD15～ 17)
Ⅷ 紫灰色細砂 (5P6/1)

SD14土層名
1 黒掲色シルト質極細砂 (lllYR3/1)
2 褐灰色極組砂 (10YR4/1)
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0       50 cm
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第70図  SD]4～ 17平面・断面図 (縮尺1/100,1/40)出 土遺物実測図 (縮尺 ]/4)
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土器壷 (449)が出土しているが, S D06・ 07を 壊して掘削されていること,平面が S D15～ 17と 同じ曲

線を描くことを考慮すると, S D15～ 17と 同じ古墳時代後期末の時期を想定できる。

S D25は , S D14の北隣で検出した幅約40～ 50cmを測る溝で,検出した長さは約1lmである。皿区調
査終了間際に検出したため,詳細は不明である。 S D14に 隣接し, S D14同様に平面が地形に沿って弧

を描くことから,同 じ古墳時代後期末の時期と考えられる。
SD15(第 70図 ) 第2面
Ⅲ区北部で検出した幅1,2m,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約 6m
である。埋土は,第Ⅶ層である。埋土から出土した須恵器杯蓋 (450～ 452)は田辺編年T K217(田 辺昭三

1981)に相当し,古墳時代後期末の時期が考えられる。
SD16・ 1フ (第70図) 第2面
Ⅲ区北部,小谷埋没土第Ш層上面で検出した幅約0.6～ 1.Om,深 さ約10cmを測る断面U字形の溝で ,

検出した長さは両溝とも約12mである。 S D16は , S D17に合流するが,合流地点には直径約10～ 20cm

の川原石を堰状に並べている。出土遺物には弥生土器小片が見られるが,第Ⅲ層を掘削していること,
埋土はS D15と 同じ第Ⅶ層であることから,古墳時代後期末の時期が考えられる。
SD10(第 71図 ) 第1面
Ⅲ区北部で検出した幅約50cm,深さ約10cmを測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さは約12

mである。小谷埋没土第 I層上面で検出した。平面は蛇行しながらも,方位はN81° Wと調査区周辺に

残る条里地割とほぼ一致する。S Dllと ほぼ直角に交差しているが,交差部分が後世の撹乱によって壊
されており,前後関係は不明である。第 I層から出土した須恵器 (第 72図453,454)が古墳時代後期末と

平安時代に属するものであること,条里地割と方位を同じくすることを考慮すると,鎌倉・室町時代を

中心とする時期が考えられる。
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①SD10西側   ②SD10東側    ③SD■ 西側    ④SD■ 南側

黒掲色シルト質極細砂 (7 5YR3/2)

青灰色細砂 (25Y4/1)

灰色細砂 (lCIY6/1,紫灰色シルト質種細砂をプロック状に合む)

第7]図  SD10・ 1]平画・断面図
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第74図 小谷埋没土 (第 E層 ,



第 6節 江戸時代の遺構と遺物
江戸時代と考えられる溝 3条・土坑 7基・不明遺構 3基を,調査区全域で確認した。これら遺構は主

に灰色細砂を埋土としているが,こ の埋土は高松平野で通例見られるもので,堆積してからの年月が短

いため褐色や黒色のシルト質極細砂になるまで土壌化が進んでいない。江戸時代の陶磁器片を出土する

場合が多く,凹原遺跡でもS K05か らいぶし瓦片が出土している。以上のことから,混入と考えられる

弥生土器小片を含む遺構もあるが,灰色細砂およびこれに類するものを埋土とする遺構は江戸時代を中

心とする時期のものとして扱った。第71図 S Dll,第75,76図掲載の遺構が該当する。紙面の都合上 ,

代表的なS D12の み詳細を報告し,他は図面のみの報告とする。

S D12は ,Ⅲ 区南端で東西方向にのびる溝である。隣接するS D13を 一部壊しており, S D13埋没後

に再掘削する目的で S D12を 掘削したものである。 S D12は やや蛇行するものの, S D13と 合わせて考

えると方位はN81° Wである。この方位は,調査区周辺に残る条里地割と同じである。Ⅲ・Ⅳ区の間に

は現有水路があり,条里呼称に従えば,こ の水路は香川郡 1条 15里 4坪と9坪の坪界線に相当する。以

上のことから, S D12。 13は条里の坪界線として設定されたものであり,長い年月の間に坪界線が微妙

にずれていき,今も現有水路がその役割を担っているものと考えられる。
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第 7節 その他の遺構と遺物
時期不明の遺構として柵列 7列・溝 5条・土坑16基・不明遺構 1基を,調査区全域で確認した。中に

は弥生土器小片を含むものもあるが,こ れら時期不明の遺構が弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の遺

構を壊している場合もあることから,弥生土器小片は混入したものと考えられる。ただし,混入である

か否か判断し難い事例もあり,判断し難い遺構は本節で扱った。なお,紙面の都合上,代表的な遺構の

み詳細を報告し,他は図面のみの報告とする。

S A01(第 77図 )
I区北端, S H01に隣接して検出した柵列である。直径40～ 50cm,深 さ約20cmの 円形柱穴を4基並べ ,

柱穴の中心間距離は約90cmを 浪1る。他の柵列に比べ柱穴の規模が大きく,他遺跡の事例から推浪Iすると,

弥生時代～平安時代の時期幅が考えられる。

S A02～07(第 7'77図 )
Ⅱ区中央で柵列 S A02～ 05,Ⅲ 区北西隅で柵列 S A06・ 07を検出した。調査区は違うが,同 じ北微高

地上に立地する。平面で分類すると,柱穴の並びが直線的なもの(S A05'06),ゆ るやかに弧を描 くも

の(S A02・ 03),大きく弧を描くもの(S A04・ 07)|こ分けられる。一方,柱穴の規模で分類すると,直

径が約20～ 30cmの もの(S A02・ 03・ 05・ 07),約 20～ 30cmの もの(S A04・ 07)に分けられる。弧を描き

ながら柱穴が並ぶ柵列は一般的でないことから注目でき,さ らにS A03は 1列 5基の柱穴が 2列に並ん

でいる珍しい事例である。 S A03が 2列の原因については,当初から2列だつたのか,建替えを行った

のかは不明である。

SD13(第 7。 78図 )
Ⅲ区南端で検出した幅約 1.0～ 1.2m,深 さ約30cmを 測る断面U字形の溝で,調査区内で検出した長さ

は約17mを 測る。調査区周辺に残る条里地割と同じN81° Wの方位をもって東西方向にのびる。隣接す

るS D12に より北肩を一部壊され,交差する S D07・ 09の上部を壊している。54頁 S D12の 項で報告し

たとおり, S D13は香川郡 1条 15里 4坪 と9坪の坪界線に相当し,条里の坪界線として掘削されたもの

である。 3層ある埋上のうち第 2・ 3層が灰白色細砂と土疾化が進んでないこと,江戸時代と推定され

るS D12よ り古いことを考えると,鎌倉～室町時代の時期幅が考えられる。

S D08・ 20・ 22・ 23(第 6。 7・ 78図 )
S D08は Ⅱ区北部で検出した溝で, S H02の周溝を一部壊して掘削されている。 S D20は ,Ⅳ区北西

隅で検出した溝で,西端は調査区外にのびる。 S D22は Ⅳ区中央で検出した溝で, S H12と 重なってい

るが前後関係は不明である。 S D23は Ⅳ区中央北寄りで検出した溝で,S D21と 交差しているが,前後

関係は不明である。

S K01・ 07～09・ 13～24(第 79図 )
I区中央で検出した土坑 S K01を除いて, S K07～ 09・ 13～ 24の上坑15基はすべてⅣ区中央に集中し

ている。形態 。規模により分けると,平面が長方形のもの(S K07～ 09・ 16～ 18・ 21),円形および不整

な円形のもの(S K01・ 13～ 15・ 23), lm未 満の小型のもの(S K19・ 20。 22),不明なもの(S K24)に

分類できる。

平面が長方形のものは,も っとも小規模の S K17を 除いて,南北または東西に方位を振っており規格

性が認められる。 0,8m× 1,lm以上のS K17を最小に,1.1× 3.3mの S K09や 1.8× 2.8mの S K07と

いった大きな規模をもつものがある。土壊墓の可能性も考えられるが,断定はできない。

平面が円形のものは,深 さ約10～ 20cmの ものが大部分であるが, S K23のみが深さ約70cmを 測る。

S X07(第 79図 )
Ⅳ区中央東端で検出した南北約5.3m,東西約1.Omを測る不明遺構である。遺構の大部分が調査区外

に及ぶため,詳細は不明であるとおそらく隅丸方形の竪穴住居である可能性が高いと考えられるが,後

世の削平により深さ約20cmし か残ってなく,埋土も1層 しか確認できなかったため不明遺構に分類した。
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2 灰白色綱砂 (N7/,小礫を含む)
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7 褐灰色シルト質極細砂 (lKIYR5/1,粒 子粗い)
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1 褐灰色シルト質極細砂 (10YR4/1)
2 黒褐色シルト質極細砂 (5YR3/1)
3 黒掲色シルト質極細砂 (5Wマ/1)
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旧河道 (第 7・ 80図 )

Ⅳ区南端で検出した旧河道である。検出した川幅は8m以上を測るが,第 5図 に示したとおり,凹原
遺跡周辺の微地形分析では,川幅は約80mに も及ぶ。この旧河道は,かつて高松平野の各所を蛇行して

いた香東川の旧流路である。凹原遺跡より北東約 l km下流には「さこ・長池遺跡」「さこ・松ノ木遺跡」

が所在し,両遺跡では弥生時代中期頃には川としての機能を失い,古墳時代には旧河道内で水田経営が

なされていたことが明らかになっている。このことは,凹原遺跡周辺においてもこの旧河道が弥生時代

後期末～古墳時代前期初頭の集落が存在したときには,すでに川としての機能を失っていたと考えられ

る。ただし,弥生時代前期末～中期初頭の S D18が洪水砂によって埋もれていることを考慮すると,こ
の時にはまだ川の機能を維持していたと考えられる。

この旧河道に長さ3.5mの試掘 トレンチを設定し掘削した。調査区内では,深さ約1.8mを 測り,埋土
は全部で11層確認した。ただし,こ れは川岸の一部を掘削したに過ぎない。埋土中より,弥生時代中期
の壼 (463,第 4層 ),弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の壺・高杯 (464。 465,そ れぞれ第 4層 ・第 7

層),詳細な時期は不明の弥生土器壼 (466,地山直上である第11層 )が出上した。

N 
悸 170m

0        1m

1 暗赤灰色シルト質極細砂 (5R3/1,Fe・ 小石を含む,粒子やや粗い)
2 紫黒色シルト質極細砂 (5RP2/1,Feを少し合む)
3 暗青灰色シルト質極組砂 (5PB4/1,灰白色上(N7/,地山塊 ?)を プロックに合む)
3'暗青灰色シルト質極細砂 (5PB3/1,第 4層をプロックに多く含む,上器片を少量含む)
4 黒色シルト質腐植土 (5Wワ/1,植物遺体 土器片を多く合む)
5 暗灰色シルト質極網砂 (N3/,土器片を少量含む,粒子が細かい,深い所では下部が泥炭層になる)
6 オリーブ灰色中砂～細砂 (25r.v5/1,細 礫 植物遺体 暗灰色粘質上をブロック状に含む)
7 灰色シルト質極細砂 (N4/,植物遺体 土器片を少量含む,粒子粗い)
8 明オリーブ灰色シルト質極細砂 (5GY7/1,第 7層に含まれるプロック)
9 青灰色シルト質極細砂 (5PI15/1,細礫・植物遺体 仄白色粘質土をブロック状に含む)
10 暗灰色シルト質極細砂 (N3/,粒子細かい)
11 オリープ黒色シルト質腐植土 (5W3/1,植 物遺体 土器片を多く含む)

0             10Cm

第80図  旧河道断面図
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噴砂 (第81図 )

Ⅳ区北西部で検出したもので,ほ ぼ東西方向にのびる3条の噴砂を確認した。噴砂は, S H09・ 10埋

土を割いているが,近世～近代と想定しているイ 。口層によつて削平されており,古墳時代前期～中世

頃の間に起こった地震によるものと推定される。噴砂の一部に試掘 トレンチを設定・掘削し,断面観察

を行つたが,噴砂が細く地層下部からの明確な吹き上がりは確認できなかった。

この噴砂は,地震による液状化現象の一つであり,震度 6以上で発生することが知られている。凹原

遺跡から南西約500mの位置にある松林遺跡では,弥生時代中期の噴礫が確認されている。

O        lm

第81図 噴砂平面・断面図 (縮尺]/100,1/40)

第 8節 廃土置場の遺構と遺物
凹原遺跡調査時に発生した廃土を仮置するため,北西約120mの場所に廃土置場を確保した (第82図 )。

平成 2年 11月 9日 ,廃土置場で作業中,偶然に土器棺墓 2基を確認した。急返,事業主体者である大田

第 2土地区画整理事務所と協議を行い,土器棺墓 2基については緊急調査を実施し,土器棺墓周辺に所

在が予想される遺構については,これ以上の掘削を行わず保存することで合意に達した。同月10・ 15日

に調査を実施した。

土器相墓 1(第 83～ 85・ 87図 )

小児用上器棺墓で,大型壷 2個の口頚部を打ち欠き連結して横たえている。さらに,一方の大型壷の

底部を打ち欠いて,口径約35cmの高杯杯部 (鉢の可能性もあり)で蓋をしている。高杯杯部は焼成不良だ

ったためか周囲の土と一体化しており,取 り上げは不可能であった。墓娠は南北約 80cm,東西約110cm

の楕円形を呈する。上部は後世の削平を受けており,深さ約20cm分が残る。上器棺は東北東に蓋を向け

ている。この上器棺墓横より,伴出するものかどうかは不明だが,弥生土器壺口縁部 (467)が出上して

いる。出土した弥生土器大型壷 (468。 469)・ 壷口縁部 (467)は下川津V式に相当し,弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭の時期が考えられる。

土器棺墓 2(第 83・ 86・ 88図 )
土器棺墓 1よ り約 6m西に離れた位置で検出された。小児用上器棺墓で,大型壷の口頚部を打ち欠き,

大型鉢で蓋をしている。墓壊は南北約60cm,東西約80cmの楕円形を呈する。上部は後世の削平を受けて

おり,深さ約35cm分が残る。土器棺は東南東に蓋を向けている。出土した弥生土器大型壷 (470)。 大型

鉢 (471)は 下川津V式に相当し,弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の時期が考えられる。
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第 4章  まとめ

第 1節 遺構の変遷
凹原遺跡は, 5時期に分かれる。ここでは,簡単に遺跡の変遷を報告し,凹原

遺跡の最盛期である弥生時代後期末～古墳時代前期初頭については次節で詳細に

報告する。

第 1期 【弥生時代前期末～中期前葉】 (第89図 )

凹原遺跡に初めて人が住み始める。南微高地北辺に環濠の可能性があるS D18

が掘削され,微高地上に竪穴住居 S H10や 土坑 S K25,柱穴Ⅳ区S P22が見られ

る。微高地南辺は,旧河道であるため環濠を一周させなかったのかもしれない。

第 2期 【弥生時代後期末～古墳時代前期初頭】

もっとも多くの遺構・遺物を確認した時期である。南北微高地合わせて竪穴住居

14棟・井戸 1基・溝 8条・土器棺墓 1基が掘削され,集落が南北微高地上に存在

する。南北微高地間の小谷底には,水路 S D03が掘削され,取水・排水の目的を

果たしていたものと想定される。

第 3期 【古墳時代後期後半】

南北微高地間の小谷が埋没していく過程で集石(橋状遺構)や小規模な溝が構築
。

掘削されている。集落は認められず,溝の用途も不明である。第Ⅲ層によって遺

構面が分かれ,下面が S D19・ 24・ 集石で古墳時代後期後半に属し,上面がSD
14～ 17・ 25で古墳時代後期末に属する。

第 4期 【鎌倉・室町時代】

南北微高地間の小谷はほぼ埋没し,調査区内はほぼ平坦地となっていた。小規

模な溝S D10が掘削されており,遺跡周辺に残る条里地割と方位がほぼ一致する。

時期不明としたS D13も ,この時期に属する可能性があり,S D13は 香川郡 1条

15里 4坪 と9坪の坪界線に相当する。集落は認められない。

第 5期 【江戸時代】

溝 S D05。 ■ 。12,土坑S K02～ 06・ 11。 12,不明遺構S X01～ 03と 比較的遺

構数は多いが,集落を構成する遺構は認められない。野壼と想定されるS K03が

あることからも,農地として利用されていたと考えられる。なお, S D12は SD
13同様に香川郡 1条 15里 4坪と9坪の坪界線に相当する。

第 2節 弥生時代後期末～古墳時代前期初頭における集落の変遷
凹原遺跡から出上した当該期の土器は,おおむね下川津Ⅳ～V式に相当する。

この土器型式と遺構の前後関係・類型から,当該期の集落変遷を考える。

竪穴住居の変遷                           `
まず,集落を構成する要素のうち,重要な竪穴住居について検討を行う。竪穴住

居は,平面形態・規模によって次の四つに分類できる。

1類  円形のもの
(S H01・ 05,参考として中期前葉のS H10は この分類に入る)

2類 隅丸方形のもの (S H03,06)
3類 一辺4mを超える方形のもの (S H09。 12)
4類 一辺4m未満の方形のもの (S H02,04・ 11・ 14)

第89図 弥生時代前期末
～中期前葉の遺構

(縮尺 1/900)
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なお,内部構造は分かるが平面形態が不明なもの(S H07・ 08)は検討材料に入れ,ご く一部しか検出

しておらず内容が不明なもの(S H13・ 15)は除外する。

次に,出土遺物から時期が明らかな竪穴住居は次のとおりである。

下川津Ⅳ式 S H05・ 07(中でもS H05は古相を呈する。)

下川津Ⅳ～Vtt S H03(周 溝をもつ第 1段階とベッド状遺構を新設する第 2段階がある。)

下川津Vtt S H04・ 06・ 09。 12・ 14(中でもS H06・ 12は古相を呈し, S H14は新相を呈する。)

さらに,遺構の前後関係を見た場合, S H12よ りS Hllが新しいことが分かっている。

以上のことを踏まえ,さ らに近年の県内における研究成果 (蔵本晋司1999,松本和彦2000,森下英治

2001)を取 り入れて,竪穴住居を時期別に並べたのが第90図である。全体の傾向として,平面が円形→

隅丸方形→中型方形→小型方形へと変遷している。

第2-1小期 (下川津Ⅳ式相当)では,前代以降続 く平面円形の竪穴住居 (S H05)が小型ながらも営ま
れている。同じ平面 。規模をもつS H01も ほぼ同時期と思われる。一方,この時期終末に一辺 4mを超
える規模をもつ隅丸方形の竪穴住居 (S H03第 1段階)が出現する。 S H08は , S H06・ 07と 同じ柱穴 5

基を有することから,こ の時期かもしくは次期に属すると考えられる。

第 2-2小期 (下川津V式 (古相)相当)では,隅丸方形の竪穴住居 (S H03第 2段階・06)が この時期ま
で存続する。一方,一辺 4mを超える規模をもつ中型方形の竪穴住居(S H09。 12)が出現する。 S H09
は,出土した土器も新しい様相を見せるだけでなく,中央柱穴を有しないことから, S H12よ り少し遅

れるものと考えられる。また,この時期はベッド状遺構が出現する時期でもある。第 2-1期から存続
するS H03はベッド状遺構をわざわざ新設しているが,この時期に建てられた S H09ではベッド状遺構

を地山削り出しにより成形しており, S H09建築時には当初からベッド状遺構が計画されていたと考え

られる。

第 2-3小期 (下川津V式 (新相)本目当)で は,小型方形の竪穴住居 (S H14)が出現する。 S Hllは SH
12よ り新しいこと,S H14と類似することからこの期に含めた。小型方形のS H02・ Mも 同様とした。

ただし, S H02は S H04・ 11・ 14に比べ 4本支柱を維持していることから,若干古い様相をもっている。

また,ベ ッド】大遺構はS H14の ように形骸化している。
以上のように,凹原遺跡における竪穴住居の変遷を明らかにしていつた。しかしながら,周辺に所在

する同時期の集落跡である日暮・松林遺跡,多肥松林や空港跡地遺跡では,凹原遺跡とは違った様相を

示しており,集団単位での検討が今後必要である。

集落の変遷

竪穴住居の変遷に他の遺構を加えて,集落の変遷を平面的に表わしたのが第91図である。

第 2-1小期では,北微高地に竪穴住居 S H01・ 05が建てられ,南微高地では竪穴住居 S H07・ 08が
建てられる。南北微高地間の小谷底には水路 S D03が掘削されており,南微高地にある排水用溝 S D06

が S D03に注いでいる。北微高地の S D02も この時期である。なお,第 2小期とした S D01がこの時期

すでに掘削されている可能性もある。

第 2-2小 期では,北微高地に竪穴住居 S H03が第 1小期末より建てられ,南微高地では竪穴住居
S H06・ 09・ 12が建てられる。小谷底の水路 S D03は前代から引き続いて存在している。北微高地に排

水用溝 S D01が掘削され,南微高地ではS D06が埋没し代わって排水用溝として S D07が掘削される。

第 2-3小期では,北微高地に竪穴住居 S H02・ 04が建てられ,南微高地では竪穴住居 S Hll・ 14が
建てられる。小谷底の水路 S D03は ,この時期を最期にして埋没が始まる。南北微高地の排水用溝 SD
01・ 07は ,機能を失っており埋没が始まるか埋没している。
なお, S D09。 21は ,下川津V式でも古相に近い土器が出土し, S Hll・ 14と切 り合つていること,
S D07と も切り合う可能性があることを考えると,第 2・ 3小期の間のごく短い期間に掘削され埋没し

た可能性がある。
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竪穴住居のグループ化

竪穴住居は,所在地と細部の特徴からグループ化が可能である。北微高地南部にいるグループ (SH
02～ 05)は ,他のグループと比較して第 3小期まで周溝を維持している。 S H05→03→02・ 04と建替え

を行っている可能性がある。南微高地北部にいるグループ(S H06～ 08)は , 5本支柱を基本としている。

時 期 時 期 が 判 明 し て い る 竪 穴 住 居 左に類する竪穴住居

凹

原

第

１

期

中

期

前

葉

凹
原
第

２
１

１
小
期

下

川

津

Ⅳ

式

°
( O

O °
⑬ 。

°

O
SH07

SH03(第 1段陶

／ｔ呼
〒
―
？

、
‐
ザ
プ
／

ｓＨ
　

　

⑥

《
⑥

◎
　

　

Ｈ。'Cヽ
國
(5亘》  。
③

↓※ベンド状遺構の新設

:ぬ
と`ゝ國

。漁、創
SH06

。＼ ③
⑨

劇
O    ◎

s童o3(第 2段陶

SH09
|

凹
原
第

２
１

２
小
期

下
川
津

Ｖ
式

（
古
相
）

凹
原
第

２
１

３
小
期

下
川
津

Ｖ
式

（新
相
）

※SH■ が SH12を壊して建てられている。

W

,C造ラ
トに―.._‐

第90図 竪穴住居変遷図 (縮尺]/200)
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第 1小期 第 2小期 第 3小期

第9]図 弥生時代後期末～古墳時代前期初頭の集落変遷図 (縮尺1/900)

S H07・ 08→06と 建替えを行

っている可能性がある。南微

高地中央部にいるグループ

(S H09。 11。 12・ 14)は ,方

形の平面プランをもつものば

かりである。S H09。 12→ 11

,14と 建替えを行っている可

能性がある。以上のように,

大きく分けて 3グループとな

る。これは,集落という一つ

の大きな集団を構成している

小集団であり,同 じ区域で住

居の建替えを繰り返している

ことを考慮すれば,家族単位

の可能性が指摘できる。

第 3節 凹原遺跡周辺にお
ける弥生集落の動向

最後に,凹原遺跡周辺の弥

生集落について触れる。第92

図のように,凹原遺跡周辺で

は発掘調査が実施されている。

まず,弥生時代前期中葉

(第93図 )に汲仏遺跡で環濠集

落が出現する。その後,前期

末～中期前葉にかけて凹原遺

跡南微高地,宮西 。一角遺跡

と集落が相次いで出現するが ,

どれも短期間に終わる。多肥

松林追跡,松林遺跡,弘福寺

領F調査区でもこの時期の遺

構が見られる。

中期中葉～後葉 (第94図 )|こ

なると,日 暮・松林遺跡,多

肥松林遺跡,松林遺跡と遺跡

名は分かれているが,松林地

区に大規模な集落が出現する。

松林地区では,一時期集落

が途絶えた後,後期中葉 (第
95図 )に再び集落が出現し,古

墳時代前期初頭まで存続して

いる。また,凹原遺跡でも後

期末～古墳時代前期初頭にか

きhl「
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けて大規模集落が出現する。汲仏遺跡でも,同時期の集落が存在したようである。このように,弥生時

代後期に多くの集落が出現するが,古墳時代前期になると集落は途絶えてしまう。集落廃絶の原因は明

らかにできないが,少なくとも弥生時代では集落が絶えず移動していることがわかる。今後,未調査地

域の発掘が進めば,集落の移動パターンの解明などが期待できる。

イ

第92図 凹原遺跡周辺の遺跡位置図 (縮尺 ]/16,000) 第93図 弥生時代前期～中期前葉の集落

第94図 弥生時代中期中葉～後葉の集落
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第95図 弥生時代後期～古墳時代前期の集落



遺物
番号 器   種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 傭 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
重

外面 :縦箆磨き
内面 :な で

外面 :25Y5/6明 赤褐
内面 :lllYR5/6赤

石英 長石を含む

文突
文
刺

文
目
閲
み
文

鋸
刻
線直

面
面
描

内
外
櫛

部
部
縁
縁
部

口
口
頸

2
刊製わ器
石鏃未製品

長 さ
(28)

幅
２２

厚

０
両面剥離 外向 :10C5/1緑 灰 サスカイト

3 刊製41器
石鏃未製品

長

３
幅
２２

厚
０
、

両面剥離 外向 :10G4/1暗 緑 17/t サヌカイト

弥生上器 170 外面 :摩」
内面 :摩功

外面 :1帆氣8/1灰 自
内面 :ltlYR8/1灰 白

石英を含む 囚 /1・画 :黒 jXl

5
弥生土器 口縁端部外面 :直線 1条 ,なで

内面 :な で
外面:2 dr3/1灰 自
内面 :25Y8/2灰白

石英 長石を含む

6
弥生土器

(57)
外面 :箆描直線15条
内面 :な で 指頭庄痕

外面 :7酎R7/4に ぶい橙
内面 11側R7/3に ぶい資精

石英 長石を含む 箆描直線文

弥生土器
密

260 外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :2 5YR5/3にぶい赤褐
内面 :25V/3浅 蓋

石英 長石を含む

8
弥生土器
密

外面 :な で ,指頭圧痕 ,箆磨き
回縁部内面 :指頭圧痕

外面 :75M鴫/1褐灰
内面 :7 mR5/1褐灰

石英 長石を含む

9
弥生土器
壷

で
き
痕

な
磨
圧頭

半
半
指

上
下
面
面
面

外
外
内

織署|ち罵罐
い貢橙 石英 長石を含む 箆描沈線 2条

10
弥生土器

150 (57)
外面 :な で
内面 :な で

外面 :25Y/2灰自
内面 :2「r/2灰白

石英 長石を含む 箆描沈線 2条

11
壷

外面 :摩滅
内面 :な で

外面 :7 5YR8/2灰自
内面 :75■ R3/2灰白

石英 長石 赤色砂粒を 黒 J/J

弥生土器
帝

外面 :磨 き
内面 :摩滅

外面 11帆R8/3浅黄橙
10Ч輿 /4浅黄橙

石英 長石を含む 削り出し突帯 沈線 4条

弥生土器
壷 底部

外面 :な で
内面 :指頭圧痕 織署II隅緞目

石英 長石を含む

弥生土器
甕

外面 :縦届よ毛 ,縦箆磨 き
内面 :板なで 紹 :【識 銑聟建

石英 長石を含む 櫛描直線文

弥生土器
甕

外面 :縦刷毛目
内面 :な で

外面 :lllYR6/2灰 貢褐
内面 12517/2灰黄

石英 長石を含む 櫛描直線文

弥生土器
甕

面
面
外
内

毛刷
滅
縦
摩

外面 1 lllYR5/3に ぶい貢褐
内面 :25Y7/3浅黄

石英 長石を含む 口縁端部 :刻み目文
頸部 :箆描沈線 3条

17
弥生土器
甕

面
面
外
内

でな
で
板
な

面
面
外
内 i朧チち優嚢福

石英 長石を含む 口縁部 :押庄

弥生土器
鉢 404

面
面
外
内
横飽磨き
板なで

外面 :lllYR3/3浅 黄橙
内面 :2 dr3/2灰 自

石英 長石を含む

19
弥生土器
壼 底部

外面 :縦刷毛目
内面 :な で

外面 :25Y8/2灰白
内面 :7 5YR7/3にぶい橙

石英 長石 赤色砂粒を
含む

底部 :籾圧痕

弥生土器
壷 底部 (42) 外面 :摩滅

内面 :摩滅 織需i夕賜 鮮
橙 石英 長石を含む

弥生土器
壷 底部

で
で

な
な

面
面

外
内 紹 :【鵡附熱

橙 石英 長石を合む

弥生土器
甕 底部 (甑 )

て

て

な

な
面
面
外
内

外面 :7開R7/6橙
内面 11帆¬6/3にぶい費袴

石英 長石を含む

弥生上器
甕 底部

外面 :縦刷毛目
内面 :な で

外面 :lllYR6/2灰 黄褐
内面 :1∝R7/3に ぶい責捨

石英  長石 を含む 底部 :籾庄痕

弥生土器
甕 底部 (甑 )

外血 :摩減
内面 :摩滅

外向 :7 5YR6/2カ
内面 :25Y6/2灰

石英 長石を含む

器
部
上
底
生弥
甕

外白 :な で
内面 :な で 徒需:夕爵:チ,秩奎

褐 石英 長石を含む

弥生土器
費 底部

外面 :な で
内面 :な で 貧署:多評茅rζ昴緑 石英 長石を含む

弥生土器
甕 底部

外面 :縦刷毛 目
内面 :摩減

外面 !説臼ν4にぶい橙
内面 :10Ⅵ毬 /3浅黄 lP9k

石英 長石 赤色砂粒を
含む

弥生土器
甕 底部

外面 :縦刷毛 目
内面 :な で

外面 :説R7/3に ぶい橙
内面 :51R6/6給

石英 長石を含む 底部内外面 :籾圧痕 11回ずつ

打製石器
スクレイパー

長

１１

幅
７３

厚

・
両面剥離 外面 :5BG4/1暗青灰 サヌカイト

弥生土器
広回壺 頸部内面 :な で

外面 :75Ⅵ臨/4にぶ
内面 :75Ⅵ閣/4にぶ

褐
褐

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
甕 内面 :指苗序痕  なで

外面 :7 5YR5/31こぶ
丙商 1 7 5WI15/3に ぶ

褐
褐

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
高杯 (47)

外面下半 :横方向箆削り
内面 :横なで

外面 :75Ⅵ鴫/4にぶ
内面 :7酎R6/4に ぶ

褐
橙

石英 角閃石 雲母を含
む

弥生土希
高林

外面 :な で
内面 :横箆削り

外面 :7観略 /3にぶ
内面 :7闘Rツ3に ぶ

褐
掲

石英 長石 角閃石を合
む

弥生土器 体部径
258

面
面
面
面

外
外
内
内

半
半
半
半

上
下
上
下

部
部
部
部

体
体
体
体

箆磨き,刷毛目
箆磨き
指頭圧痕
箆削り

拭需|`融観撃魏
石英 長石を含む

弥生土器
甕

(202)

半
半
半
半

上
下
上
下

面
面
面
面

外
外
内
内

維用1毛 目
維飽磨き

線電罰看
,横刷毛目

外血 :7 5YR6/3に ぶい褐
内面 :7 5YR6/3に ぶい褐

石英 長石 角閃石 赤
色砂粒を含む

内面 :断続的な横刷毛目

弥生土器
大型片口鉢 偽悪1霧翠

り,箆磨き 外面 :lllYR6/41こ ぶい黄橙
内面 :lllVR5/31こ ぶい黄褐

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
小�鉢

外面 :な で
内面 :横方向なで

外面 :5Y8/2灰 自
内面 ,25Y8/2灰自

石英 長石を含む

弥生土器
小型鉢

外面 :な で
内面 :板なで 網 :i隅般目

石英 長石を含む 籾圧痕

弥生土器
小41鉢

外面 :な で
内面 :板なで

外面 :2,r8/2灰白
内面 :lllYR8/1灰 自

英
む
石
含
長石 赤色砂粒を

打製土器
石鍬

長
１５

暇
56

厚み
21

両面剥離 外面 :5B3/1暗 青灰 結晶片岩 裏面の上下 2箇所 :浅い凹み

弥生土器
警

外両 :維刷毛目
内面 :な で

面
面
外
内
7 5YR5/3に ぶい褐
75Ⅵも/3にぶい褐

石英
む
長石 角閃石を含

…器
沐

画
面
外
内

で
で

な
な
板
板

面
面
外
内
lllYR5/3に ぶい黄褐
lllYR5/2灰黄褐

石英
む
長石 角閃石を含

弥生土器
甕

155
口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで
体部上半内面 :指頭圧痕

外面 17謝Rν 4に ぶい褐
内面 :7弱R6/4に ぶい橙

長石 角閃石 雲母を合
む

弥生土器
底部

外面 :縦箆磨き
底部外面 :箆磨き
底部内面 :指頭圧痕 箆肖1り

外面 1 lllYR5/3に ぶい黄褐
内面 :1帆隕6/3にぶい黄橙

石英 長石 角閃石を合
む

弥生上器
底部

外面 :右上がり太筋即き目
内面 :な で

外面 :5Wお /2灰自
内面 :5Y8/2灰 色

石英 長石を含む

凹原遺跡出土遺物観察表
※法量の ( )は ,残存値を表す。
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物
号
遺
番 器   種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

46
弥生土器
台付鉢

外面 :な で
内面 :な で

外面 :1∝R7/1灰日
内面 :7「D■R7/1明褐灰

石英を含む

4?
弥生土器
獲

134
外面 :摩減
内面 :摩減 絹 i子鵡Я武輻

長石
む
石英 角閃石を含

弥生土器
高杯

225 外面 :横箆削り
内面 :摩減 織署:獣震:チ4にぶキキ穆

石英 長石を含む

弥生土器
高杯

232 外面 :箆削り
内面 :摩滅 需i子辮 とにぶヤキ薦

石英 長石 角閃石を含
む

幹呻
外面 :右上がり叩き
内面 :指頭圧痕 なで 零il緞屡:チ1にぶi嘔三傷

石英 長石 角閃石を合

弥生土器
小型鉢

外面 :な で ,維昂I毛 目
内面 :な で 織層:I鰐ユに食嘔葺彊

石英 長石 角閃石を含

弥生土器
甕

外面 :縦刷毛目
1Å面 :摩浦 織露iI鰐Я武軽

石英 長石を含む

弥生土器
底部

外面 :組吊1毛 日
内面 :な で

面
面
外
内

`駕
議

石英 長石 角閃石を合

弥生土器
底部

外面 :右 上がり叩き
内面 :板なで 織罷II縄チ4にぶiキ憂橿

石英 長石 角閃石を含

弥生土器 105 襟離鶴需:鍵誦号 指なで 負唇iI盤チζにミ甲
長石 石英を含む

弥生土器
広国市

(77)
外面 :摩滅
丙面 :指蘭序痕 織罷:【識チ灘ぶ、渡橙

石英 長石 角閃石を合

57
弥生土器 152 (51)

外面 :摩滅
内面 :摩減

面
面
外
内 【謂芳(習側!髪橙

長石 石英を含む 口縁部 :刺 突文

弥生土器
小Il鉢

外面 :な で
肉面 :板なで 織需iI鶴偲武醒

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
二重口縁壷

外面 :摩減
内面 :摩滅

則
勲

画
面
外
内

ぶい褐
ぶい褐

長石 石英 赤色砂粒を
を合む

口縁部 :刺突文 ,竹管文

弥生土器
底部

面
面
外
内
摩減
摩減 織召:そ謎欣錨

鵜 石英 長石を含む

底部

画
面
外
内
縦用1毛 日
板なで 偽留|【識 傷撃灘

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
と製匂玉

縦
２４

横
１５

厚 さ
15

外面 :な で 外面 :2働駅7/2灰 黄 石英 長石を含む

弥生土器
小型甕 鶴留:籟矮で 指頭圧痕 織路1褐謡離チ〕摂奎増

員袴 石英 長石を含む

64 弥生■器
小型鉢

外面 :な で
内面 :な で 偽路:I朧チ:|:ぶヤキ垂燿 石英 長石を含む

弥生土器 口縁部外面 :横 なで
「』縁部内面 :横なで

外面 :75Ⅵ略/4にぶい橙
内面 1 7 5YR6/4にぶい橙

長石 雲母を合む

弥生土器
甕

口縁部外面 :横 なで

尿爆黄客申亀擢&凝
外画 1 10YR9/3に ぶい貢橙
内面 :lllYR7/3に ぶい黄橙

石英 長石 角閃石 雲
母を合む

弥生上器
寮 194

外面 :右 上がり太筋叩き日
内面 :板なで 綿 i盈総先触

石英を含む

鶴
刈鍮

H縁部内外面 :横 なで
体部外面 :刷毛日 箆磨き

農罫占裂帝星なで
網 :狩鶏捌武鵡

石英
む
長石 角閃石を合

飩 | う犠誡 外面 :板 なで
内面 :板なで

画
面
外
内
25■ 8/1灰 白
25Y8/1灰 自

石英 長石を含む

卿1弥等器 173
口縁部外面 :刷毛日
内面 :指頭庄痕 刷毛日 なで

外面 11鋸R7/21こ ぶい黄橙
内面 :lllYR8/1灰 白～7/2

長石 石英を含む 内向ほ部

弥
鍵}器 1巧 4

滅
滅
摩
摩

画
面
外
内 拭協li鶴Я武羹

石英 長石 角閃石を含
む

嶋赤
器
1朋 4 (39)1拭層:選赳

り 織雹:I路:に武灘
石英 長石 角閃石を含
む

猜
弥生上器
高杯

(37)1代署:簑鍵爆自 発需i】殿1罐い難 石英 長石を含む

留
鉢

。01紹 |な翠 織署:争議鶴::i!:sI璃
石英 長石を含む

弥生土器
甕 底部 901織罷i師毛

外面 :75Y8/1灰白
内両 :75Y8/1灰 白

石英 長石を含む

弥生上器
甕 底部 (66)1織駐蝦客

で 外面 :ltlYR7/1灰 白
内面 :1∝R7/1灰 白

石英 長石を合む

弥生土器
寮 で

で
な
な
板

面
面
外
内

外面 :lllYR5/2灰 黄褐
内面 :ltlYR6/2灰 黄褐

石英 長石を含む 櫛描直線文 (櫛目 4本 )

弥生土器
変

内面 :な て 外面 11帆R7/3に ぶい芸橙
1/Nl面 :ltlYR7/31こ ぶい黄橙

石英 長石を含む 山形文 直線文

79
弥生土器
甕

内面 :なで 織露:I紹彫チ:|:ぶ it嚢層
石英 長石を含む 山形文

磨製石器
扁平片刃石斧

長

２

幅
３２

厚

１

外面 :5Y6/1灰 安山岩

弥生土器
甕

(120)1孔器 :盈�り 指頭圧痕 爪痕 偽唇i鶴え径懇ぃ褐 石英 長石 雲母をを合

弥生土器
底部

“
91織霧i鍵臨岳1亀譲圧痕なで 拭需i乳評磁チ41:ぶ キヽ籍

石英 長石 角閃石を合

弥生土器
底部

面
面
外
内

削
磨
箆
箆 織零:器守S懲ヤ亀

石葵 長石 角閃石を含

弥生土器
底部

面
面
外
内
なで ,刷毛日
摩滅

外面 :1∝R7/2に ぶい黄橙
内面 :25Y7/3浅黄

石英 長石を合む 底部 :黒斑

弥生土器
台付鉢 骨酢4忌二写そ岳E痕       1禽署‐そ属潔切る戻自

石英 長石を含む 底面 :黒斑 ,指頭庄痕

弥生上器
製塩上器

(41) 織露:亀贔止猥
き
          1拭 罷

7・IYR6/3に ぶい褐
lllYR6/2灰黄褐

石英 長石 角閃石を含
む

弥生上器
甕

6→ 1内
面:なで     1織 需i弼昭離兜径蒸憬黄橙 石英 長石を含む 箆描直線文 7条

弥生土器
底部 偽露i露      偽需:I脇先浜ぎ

い難 石英 長石を含む

89
弥生土器
広口壷 環霧:翻

毛目    1鵠 i狩謡チa:封彊
石英 長石を合む

弥生土器
広口壷 織零:瑠誰星痕          1織署:壬解解チ〕にぶキキ嚢層

石英 長石を含む 沈線 2条

弥生土器
広口重

外面 :粗い縦刷毛日
内面 :指頭庄痕 I隅チ:|:ぶ |キ嚢庭 長石を含む 沈線 4条

弥生土器
変 織需i機裂毒

日           4
75Ⅵお/3にぶい褥
1∝R7/31こ ぶい黄橙

石英 長石を含む

弥生土器
甕 織需1矮攘     徒屠1粥謡講え径墓憬黄橙

石英 長石を含む
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遺物
番号 器 種

法  量 化m)
形態・手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

日  径 底  径 器  高

弥生土器
甕

(57)
外倒 :純刷七日
内面 :指頭圧痕

外面 :7 rDIR6/6
内面 :7 rDYR6/6

石 笑 長石  要母 を含む

弥生土器
養

160
外面 :摩滅
内面 :指頭圧痕 織謡:解亀2講薄 石英 長石 砂粒を含む

弥生上器
密 170 外面 :縦刷毛目

内面 :指頭圧痕 拭署i躙瀧詈 石英 長石 角閃石を含

弥生土器
高枢 175 (55)

外面 :箆削り
内面 :分割箆磨き 織謡:I鰐チ:にぶキキ嚢屠

石英 長石を含む

弥生土器
高杯

外薗 :冤 FIlり 外面 :25Y8/2灰自
内面 :7 5YR7/41こ ぶい橙

石英 長石 角閃石を含

弥生土器
高杯

218 織需i舞馴縫港響
磨き

拭露i刊隅鰺完湾蒸言黄橙
石英 長石を含む

弥生土器
高杯

外面 :箆削 り
内面 :摩減

面
面
外
内 I解偲武麗

石英 長石を含む

弥生土器
高杯

外面 :横 なで
内面 :縦箆磨き

面
面
外
内 i試襲舒:暦蒸蕉黄橙

石英
む
長石 角閃石を含

弥生土器
底部

面:縦箆磨き 指頭圧痕
面:箆削り

外面 :25Y8/1灰白
内面 :1048/1灰白

石英 長石 角閃石を合
む

103
弥生土器
鉢

外面 :板 なで ,指頭圧痕
内面 :摩減

外面 :2「DY8/1灰自
内面 :5Ⅵも/1灰白

石英 長石を含む

弥生上器
重

246

幅
３９

的
一酵
ｍ

外面 :摩減
内面 :摩滅

外面 :25Y8/1灰白
内面 :5YR8/1灰 自

石英 長石を含む 鋸歯文 .刺突文

打製石器
石包丁

長さ
70

外面 :5BG4/1嗜青灰 サヌカイト

弥生土器
広口壷

174 (70) 外面
:摩滅

内面 :指頭圧痕
外面 1 7 5YR6/6橙
内面 1 7 5YR6/6rQk

石英 長石 雲母を合む 沈線 1条

弥生土器
広回壷

面
面
外
内
縦刷毛目
指頭圧痕 織零:弼昭静チち径墓憬黄橙

石英
む
長石 角閃石を合

弥生上器
広口壷

内面 :指頭圧痕 ,なで 外面 :7 5YR6/6橙
内面 :7 5YR6/6橙

石英 長石を含む 沈線 1条

弥生土器
壺 底部

外面 :摩減
内面 :板 なで

外面 1 lllYR7/2に ぶい東橙
内面 :ltlYRi/3に ぶい費橙

石英 長石を合む

弥生土器 (205) 偽召i蟹酬芳F指最優暑 織唇:多難チ磐彊
石英 長石を含む

弥生上器
護

面
面
外
内
摩減
刷毛目 貧署1乳評磁チ41:ぷ lt霧

石英 長石を含む

弥生土器
広口帝

面
面
外
内
縦刷毛目
指頭圧痕 ,な で

外面 :7 5YR6/6橙
内面 :76鼠 6/8精

石英 長石 雲母を含む

弥生土器
広口壷

(■ 5)
外面 :縦刷毛日
内面 :摩滅

外面 :7 rDYR6/4にぶい構
内面 :7 5YR6/4にぶい橙

石芙 長石 雲母を含む

弥生上器
甕

外面 :摩滅
内面 :指頭庄痕

外面 :lllYR6/4に ぶい頁橙
内面 :lllYR6/3に ぶい黄橙

石英 長石を含む

弥生土器
聾

減
滅
摩
摩

面
面
外
内 紹 1熙洲鶏

璃 石英 長石を含む

弥生土器
甕

130 外面 :縦刷毛目
内面 :指頭圧痕 織署iI脇疼隠 羅

石英 長石を含む

117
弥生上器
甕

外面 :摩滅
内面 :指頭圧痕 網 :盈謎チ醒ぷ端

石英 長石 角閃石を含

弥生土器 外面 :摩滅
肉面 :摩滅

外面 :7 5YR5/4に ぶい褐
内面 :7 5YR6/4に ぶい橙

石英 長石を含む

弥生土器
甕

外面 :維刷毛目
内面 :な で

外面 :7側Rν 4に ぶい褐
内面 :75Ⅶも/4にぶい褐

石英 長石
む

角閃石を含

弥生土器
甕

外面 :摩滅
内面 :摩減 織零i【駕議

褐 石英 角閃石を含む

弥生上器
甕

142
外面 :横なで
内面 :指頭庄痕 横なで

面
面
外
内 子謎チ雑武輻

石英 長石を含む

弥生土器
甕

130 (118) 外由
:縦 IIl毛 日

内面 :指頭庄痕 織冨i試磯影,翌蚕根赤褐
石英 長石を含む

弥生土器
費

134 (126) 外面
:縦刷毛目,箆磨を

内面 :摩減
外面 :75Ⅵお/3にぶい褐
内面 1 7 5YR6/3にぶい褐

石英 長石を含む

弥生土器
台付鉢

外向 :摩旗 面
面
外
内
lllR/1褐 灰
lllYR5/1褐灰

石英 長石を合む

弥生上器
鉢

箆肖」り 外面 :10翌

“

/2灰賞褐
内面 :lllYR6/2灰 黄褐

石英 長石を合む

弥生上器
鉢

。91♂ 横なで ,箆磨き,箆削り
横なで

面
面
外
内 i脇尤熾 瑾

石英 長石を含む

弥生土器
小型器台

“
01秩 滅

減
摩
摩 織露i欝ミ影纏

ぶヤ増 石英 長石を合む 円盤充壌技法

器
台
土
器
生
型
弥
小 (281 1貧露:轟型鰹と 織零1試景:チ4に套|ヽ索掘

石英 長石 角閃石を含
む

弥生上器
小型丸底壷 94

(43)
面
面
内
外

工痕 ,箆削り 外面 :7 5YR6/41こない橙
内面 :7「jYR6/4に ぶい橙

石英 長石を含む

弥生土器
製塩土器

(17) 外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :75Ⅵも/4にぶい褐
内面 :75Ⅵも/4にぶい褐

石英 長石を含む

弥生土器
製塩土器

(11) 外
面 :摩滅
内面 :摩減

外面 175Ⅵ超/3褐
内面 :75Ⅵ譲/3褐

石英 長石を含む

弥生土器
高杯

(39) 外面
:摩減

内面 :摩減
外薗 :5YR6/2灰 褐
内面 11帆

“

/2灰贅褐
石英 長石を合む

弥生土器
高杯

外面 :箆削 り
内面 :板なで

外 向 :7開卿 ′ 石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
高杯

外面 :箆削り
肉面 :なで

外血 :lllYR6/2泳 石英 長石を含む

弥生土器
高杯

(55) 外面
:箆削り

内面 :分割箆磨き
外面 :7 5YR6/6橙 石英 長石を含む

弥生土器
器台

(107) 外面
:箆削 り,縦用」毛日

内面 :篠削め
外面 :25Y8/1灰日
内面 :7 5YR8/2灰自

石英 長石を合む 口縁部 :竹管文
脚柱部 :箆記号

弥生土器
高杯 内面 :な で ,絞 り

外画 :lllY8/2灰日
内面 :詢M酪/2灰白

石英 長石を含む

弥生土器
高杯

(50)
面
面
外
内
摩滅
絞り日

外血 :闘R7/4に ぶい橙
内面 :闘霰7/41こ ぶい橙

長石を含む

弥生土器
高杯

内面 :板なで 1箆削り,絞 り
外面 :摩llR

外面 :25Y8/3淡 黄
内面 :25!3/3淡黄

石英 長石を含む 透かし,直線文

140
弥生土器 面

面
外
内
分割箆磨き
分割箆磨き

lωR7/3に ぶい
ltlYR7ノ 31こぶい

石英 長石を含む

弥生土器 面
面
外
内
縦箆磨き
箆削り 【腑 鉄撃譴 石英 長石を含む

打製石器
石包丁

長

ヵ
幅
船 辱 : |              1外

面 !5BG4/1暗青灰 サヌカイト

打襲石器
石鏃

長

２

幅
１２

厚

〔
外面 :5BG4/1暗青灰 チスカイト
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物
号
遺
番 器   種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器 高

弥生土器
甕

毛
　
で
り

刷
で
な
削

縦
な
板
箆

画
面
半
半

外
外
上
下

部
部
画
面

頸
体
内
内

内面 :25Y3/2灰自
石英 長石を含む

弥生土器
甕

外面 :縦刷毛目
内面 :なで 織露i子評路チ:|:ぶ士t幅

石英 長石 角閃石を含

146 弥生土器
甕

外面 :縦刷毛目
内面 :箆肖1り 紹 :猾欝州式邁

石英 長石を含む

147
弥生上部
広口壺

面
面
外
内
縦刷毛目
摩減 織露|う墨1毬頓橙 石英 角閃石を含む

弥生土器
広口壼

272 代需:娼譜控裂
毛日 外薗 :5YR6/6橙

内面 :5YR6ん篭
石英 長石を含む

弥生上器
高杯

外面 :摩減
内面 :摩滅 織零i身評路チユにぶキt穆

石英 長石 雲母 角閃
石を含む

弥生土器
高杯

外面 :箆削り
内面 :板なで 貧需iI釈熙号先に家1嘔言彊

石英 長石 雲母 角閃
石等を合む

弥生上器
高杯

外面 :箆削り,箆磨き
内面 :分割箆磨き 貧需i予獣震子チとにぶtキ屠

石英 長石を含む

弥生上器
台付鉢

外薗 :摩滅
内面 :刷毛日

外面 :10YR3/1灰 自
内面 :賀R7/6T94

石英 長石を含む

弥生上器
台付鉢

72 (50) 孔需i攘霧管;箆削り
外面 :2評3/2灰 日
内面 :10YR8/2灰 白

石英 長石を合む

154
弥生土器
鉢

(35) 外面
:な で

内面 :箆削り
外面 iom6/6橙
外面 :5Ⅵ

“

/41こぶい橙
石英 長石を含む

弥生上器
製塩土器

(33) 外面
:指頭圧痕

内面 :板なで 偽露i】脇
石英 長石を含む

156 弥生土器 偽署:な凛 指頭圧痕 網 i;鶏怒試〒
石英 長石 雲母 角閃
石を合む

弥生土器
高 4・TN

(440) 織屠|な落1詈選響
毛目

偽露:〔熙濃
橙 石英 長石を含む

弥生土器
高杯

286 外面 :な で
内面 :摩減

外面 :5Ⅵ略/4にぶい橙
内面 :鋭R7/4に ぶい橙

石英 長石を合む

弥生土器
変

後球舞留1型 f
内面 :な で :

B目
蕃き
旨頭庄痕

聞
閑

画
面
外
内

ぶい橙
ぶい橙

石英 長石 雲母 角閃
石を含む

1611
弥生上器 117 16 俊醗∴岳f指露型農 なで 織需i【夙深潟犠誓ふャゝ黄橙

石英 長石 角閃石を合 外面 燦付着

弥生上器 体部径
199

体部上半い
体部下半お

指頭圧痕
箆削り

外面 :5YR6/4に ぶい橙
内面 :闘R6/6橙

石英 長石 雲母 角閃

162 弥生土器
甕

54 250 練繋十羊妹需:型毒
g

尿鍮試客甲亀畠選疾
偽選i狩鞘 燃 鵡

石英 長石を含む

弥生土器
甕

口縁部外面 :横なで

拭悪iな奪,指頭圧痕
外面 :7 roYR7/6橙

内面 :7鋭臼6/6橙
石英 長石 雲母 角閃
石を含む

弥生土器
葬 猫需:盤護星痕,箆削り 告署 1潮 諾

い橙   石英 長石を含む

弥生上器
甕 発臀1纂 1福雛覆 偽罷iれ鶏偲:ミ鳩 1破 覇を含む 外面 :煤付着

お61幣慧 1娩静 (153)

横
面
面
横
面
面

外
外

‥
内
内

面
半
半
面
半
半

絣
縦
紆
納
趾
紆

頸
体
体
頸
体
体

痕圧頭指

毛
磨
　
で
削

で
刷
鈍
で
な
箆

網 :鵡先にミぴ
微砂粒を含む 体部内外面 :黒斑

弥生土器
広口壷 織署:騒機 衡冨i夕繋チ撥自

長石を合む

168 弥生土器
高杯

外面 :横なで、板なで
内面 :板なで 綿 i盈鶏偲武塩

石英 長石 金雲母
角閃石を合む

1℃θ 弥生土器
ミニチュア土器 織露:な落:輻霞臣覆 鶴需:雨蔦 石英 長石を合む 黒斑

170 弥生上器
甕

60  1  301

外面 :7開臼6/4にぶい橙
内面 :lllYRD/1褐 灰

爪痕

石英 長石 角閃石を合
む

外面 :煤付着

弥生上器
甕 孔露:亀罷止裂帝昆削り  1網 :器窃ξ恐ヤ亀 石英 長石 雲母 角閃

石オ合子r
底部 :煤付着

弥生上器
甕

口縁部外面 :横なで

練彗寺壺禽吾:愁ζΞ痕
織詈:;辮招試著

長石を含む

弥生土器
甕

体部径
220 傘事:ヨ有: 痕

目
き
圧
り

毛
磨
頭
削

刷
箆
指
箆

網 :盈鶏先躍箪橙
石英 長石 雲母を含む

弥生土器
甕 織零i亀語住農T≧で 徒零:夕靭 鑽

石英 長石 雲母 角閃

弥生土器
甕 禽母Iぞ畠謎農書医翫り 織露ii冊矩諏黄橙

石英 長石 角閃石を含
む

体部 :煤付着

弥生土器
甕 1徒署i縫護圧痕 拭屠:争試鶏彫縫

赤橙 石英 長石 金雲母 角
閃石を合む

1留 弥生土器
甕 魯ロヨ名慧T握歯窪殺P横なで

織目:ウ鶏 冗ぴ
モゝ黄橙 石英 長石 雲母 角閃

石を含む

178
弥生土器 呂綴獣孔零i嬢憲毒 鋳召i謡篭チ罐

石英 長石 角閃石を含
む

179 弥生土器 待許寝な翠,用1毛目 織冨1訛既瀾怒磋ぴ
石英 長石 金雲母を合
む

130 弥生上器
甕 底部

体部外面 :叩 き目

魯事禽肇を三1帽霞E長
外面 1 lllYR7/2灰 自
内面 :NS/灰

石英 雲母を含む

弥生土器
甕 底部 偽罷1籐ネ撤隊

面
面
外
内 盈評路チ

`|:ぶ

キt橘 石英 長石 金雲母を含
む

黒斑

182
弥生上器
甕 底都 織罷i亀最止裂

毛日 筏醒:】熙;驚い黄橙 石芙 長石を含む 黒斑

弥生土器
広口壷

で
　
痕

な
で
圧

横
な
頭
横
指

蹴
師
耐
耐

部
内
内

面
縁
部
部

外
日
頸
体

織屠i輔借群寺轟 石英 雲母 角閃石を合
む
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遺物
番号

器   種
法  量 lem)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考
口 径 底  径 器  高

184
弥生土器
広口壺

(77)

痕圧

で
で
痕
頭

な
な
庄
指

横
横
頭指
面

面
面
　
内

外
内
面
半

部
部
内
上

縁
縁
部
部

口
口
頸
体

外面 :llla7/3に ぶい貢橙
内面 :lllYR7/31こ ぶい黄橙

長石 雲母を合む

弥生土器
広回壷

328
き
　
　
で

日
磨
　
　
な
り

毛
箆

　

　

，削

き
刷

，　
き
痕
箆

磨
　
で
　
磨
圧

，

で
箆
で
な
で
箆
頭
で
痕

な

，な
　
な

，指
な
圧

横
で
　
下
横
で
‥
　
頭

‥
な
面
ら
　
な
面
面
指

面
　
外
か
面
‥
内
内

紛
獅
卦
科
帥
嫡
畔
畔
輌

縁
部
部
部
縁
部
部
部
部

口
頸
体
体
口
頸
体
体
底

外面 17酎R7/4に ぶい橙
内面 :5Ⅵ館/3に ぶい橙

石英 長石 金雲母 角
閃石を合む

186 弥生土器
広口重

外面 :用」毛目,箆磨き
内面 :指頭圧痕 箆削り 織冨:【鵡オ準ぶャ、黄橙 石英 長石 雲母 角閃

石を含む
外面 :燦付着 ,黒斑

弥生土器
広口と

で
で

な
な

面
面

外
内

外面 :闘R7ん橙
内面 :lllYR3/1灰 白

長石 石英等を含む

弥生土器
広口歳

(27) 目鰍 需1攘肇零
外面 :1鋭t7/4に ぶい黄糧
内面 175Ⅵ随/4にぶい僑

石英 長石 角閃石を含 口縁部外側 :黒斑

189 弥生上器
広口壷

(20)

外面 :lllYR6/4に ぶい黄橙
内面 :lωく6/3に ぶい黄橙

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
二重口縁重

口縁部外面 :横なで
頸部外面 :なで
口縁部内面 :横なで
堕部内面 :板 なで

外面 :7511R6/4にぶい橙
内面 :7 51TR6/4にぶい橙

石英 長石 雲母 角閃
石等を含む

弥生土器
甕 底部 (107)

外面 :なで
内面 :指頭圧痕 ,なで

外面 :25Ⅵも/8明赤褐
内面 :5YR7/6橙

長石 石英等を含む

弥生上器
甕 体部 卜半内面 :指市序唐

外面 :lllR5/6赤
内面 :7 5YR7/3にぶい橙

石英 長石 雲母 角FAH
石を含む

体部から底部外面 :煤付着

弥生土器
変

痕庄
で
頭

目
き
な
指

毛
磨
横

刷
箆
　
面
面
内

部
半
内
半

中
下
部
上

部
部
縁
部

体
体
口
体

彿冨:`熙縄 長石 石英を含む

弥生上器
甕 偽審i客奪1梨護星痕 外面 :75Ⅵ鴫/6明掲

内面 :7 5YR6/41こぶい橙
長石 石英 雲母 角閃
石を含む

弥生る器
(167)

外薗 :摩滅
内面 :なで 指頭圧痕

外面 :「jYR6/8橙
内面 :5Ⅵ髄 /8P・R

長石を含む

196 llN生上器 外面 :なで
内歯 :指頭庄痕

外面 :7爵R5/4に ぶい褐
内面 :7 5YR5/3にぶい褐

長石 石英 角閃石を含
む

弥生 上器 外面 :縦刷毛日 外面 :lllYR7/4に ぶい貢橙
外面 :1鋭R7/4に ぶい黄橙

長石 石英 雲母 角閃
石を含む

弥生土器
藝

外画 :なで 摩滅
内面 :なで 指頭圧痕

外面 :2 5YR7/8橙
内面 :7 5YR3/4濃着

長石 石英等を含む 体部から底部 :黒斑

199 弥生上器
費

外向 :な で 摩頑
内面 :な で ,指頭庄痕 網 1鵜チ:橿

長石 石英 雲母 角閃
石を含む

弥生 土器
密 (151)

外向 :な で
内面 :な で

外面 :lllYR6/6明 黄褐
内面 :1帆R7/3に ぶい黄橙

石英 長石 雲母 角閃
石を含む

体部から底部 :黒斑

弥生土器
甕

外面 :な で
内面 :な で

外面 :2 5YR6/1橙
丙雨 :2 5V R6/1潜

長石 石英等を含む 外面 :煤付着

弥生土器
警

体部径
148

外面 :な で
内面 :な で

外面 :曲R褐灰
肉面 :25Y7/2灰黄

長石 石英等を含む

203 弥生土器
甕

体部径
155

外面 :な で
内面 :な で

外面 :2 5YR6/8橙
内面 11∝R7/6明 黄掲

長石 石英等を含む 底部 :黒 j/1

弥生土器
甕

107 外面 :刷毛目
内面 :指頭圧痕 ,な で

外面 :5YR4/8橙
内面 :5YR6/8橙

長石 石英等を含む 体部上半 :煤付着

弥生土器 体部径 71 外面 :指頭圧痕
内面 :刷毛目.板なで

面
面
外
内

7「D■ Rに ぶい橙
2闘R7/6橙

長石 角閃石を含む 外面 :黒斑

弥生土器
甕

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :叩 き目
回縁部内面 :横 なで
体部内面 :指頭圧痕

外面 :lllYR7/2に ぶい黄橙
内面 :lωR7/2に ぶい黄橙

長石 石英を含む

207 弥生土器
寮

(160)
毛
目
刷
毛
い
刷
か細

目
面

‐

と
外
で

叩
半
な
上
面
部
面

外
体
内

外面 :謝R7/6橙
内面 :25Ⅵお/6櫓

長石 石英等を合む

弥生土器
費

体部外面 :叩 き目
底部外面 :箆磨き
内面 :籠肖‖り なで

綿 :謡握隅鰍
長石 石英を含む 体部下面から底部 :黒斑

209
弥生土器
密 偽許憲翠1盤桑星痕 紹 i夕綿鱚

長石 石英等を含む 底部付近 :黒斑

210 弥生上器
甕

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :叩 き日

面
面
外
内
ЮⅥお/2灰 白
lllYR3/2灰自

石英を含む

器
部
土
底
生弥
警

外面 :叩 き日
内面 :摩減

面
面
外
内
25Y8/1灰自
2弱B/1灰 自

石英を合む

弥生上器
甕

頸部外面 :指頭圧痕
体部外面 :ロロき目
体部内面 :指頭序痕

外面 125ヽ7/2灰黄
内面 :25V3/2灰自

長石 石英を含む

弥生土器 外向 :摩イ
内面 :摩イ

外面 :2 5YR7/6橙
内面 :裁7/1灰 自

長石 石英等を合む

弥生土器
甕

口縁部外面 :標なで ,叩 き目
口縁部内面 :構なで

外面 1 7 5hrR5/3に ぶい褐
内面 :7闘Rツ4に ない褐

長石 石英 雲母を含む

弥生土器
底部

外面 :摩減
底部内面 :絞 り目
内面 :摩滅

外面 :25Y8/1灰自
内面 :25Y8/1灰自

長石を含む

弥生土器
底部

外面 :箆磨き
内面 :板なで 紹 :】熙驚

い難 長石 石英を合む

弥生上器
底部

体部外面 :箆磨 き
底部外面 :箆磨 き
体部内面 :箆削 り 指頭圧痕

外面 :75Y6/2灰褐
内面 :1帆臼6/2灰黄褐

石英 雲母 角閃石を含
む

弥生土器
小型鉢

外面 :なで
内面 :なで 板なで

外面 :1帆R7/2に ぶい黄橙
内面 :lllYR6/2灰 黄褐

長石 石英等を含む

弥生土器
鉢

外面 :刷毛目
内面 :指頭庄痕 なで 刷毛目

面
面
外
内
闘R6/4に ぶい橙
●IYR6/4に ぶい橙

長石 石英等を含む 医部困外画 :蹂付看

弥生土器
鉢

202 外面 :刷毛目
内面 :指頭庄痕 鈍削り

外面 :5YR6/6橙
内面 :7観R3/1黒褐

長石 石英 雲母 角閃
石オ合す|

弥生土器
高杯 偽吾:な奪1餐層魯

外面 :mM略 /4にぶい黄橙
内面 :lllYR6/41こ ぶい黄給

長石 石英等を含む 黒斑

222 弥生土器
製塩土器

外面 :指頭圧痕
内面 :摩滅

外血 ImⅥ鴫/船灰
内面 :lllYR5/1褐 灰

長石 石英を含む

223 弥生土器
甕

外面 :なで ,

内面 :な で 指頭圧痕
外面 :酎t6/4に ぶい橙 長石 石英等を含む
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物
号
遺
番 器 種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器 高

弥生土語
甕

120 (53)
口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで
体部上半内面 :指頭庄痕

外面 :7 5YRi/4に ぶい橙
内面 :1側R7/2に ぶい黄橙

長石 石英を含む

弥生土器
紡鍾車

直径
68

厚 さ 外面 :摩減
内面 :摩滅

外面 :lllYR7/4に ぶい貢橙
内面 :751R6/6橙

長石 石英等を含む 黒斑

弥生土器
費

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :摩減
体部内面 :摩減

外面 :7碗t7/3に ぶい橙
内面 :lllYR8/1灰 白

長石 石英を合ひ

弥生土器
甕

120
口縁部外商 :横 なで
日縁部内面 :横なで 指頭「―I痕

外面 :7 rDYR6/4に ぶい橙
内面 :7 5VR6/6緒

長石 石英 角閃石を含

228 弥生上器
甕

158 (161)

口縁部外面 :横なで
体部上半外面 :刷毛目
I」縁部内面 :横なで

襟報十羊碍召i鍾覇仔
痕

織詈i子熙1穏橙 長石 石英 角閃石を含
む

229 弥生土器 外面 :摩減
内面 :摩減

画
面
外
内
7調R7/4に ぶい橙
25Y8/1灰 白

長石 石英を含む 口縁部から杯部内面 :黒冽

230 弥生上器 外面 :摩滅
内面 :摩滅

面
面
外
内
7闘R7/4に ぶい橙
10Ⅵ毬/2灰 白

長石 石英 角閃石を含
む

円形透かし

弥生土器
高杯

杯部外面 :箆磨き
杯部内面 :飽磨き なで
脚部内面 :箆削 り

外面 :7 rDI R7/6橙
内面 :7 5YR5/6明褐

長石 石英等を含む 脚柱部 脚据部 :3個ずつ円形
透かし

弥生土器
大4U鉢

17] 外面 :箆削り
内面 :箆磨き 織署:I隅偲式羅

長石 石英 角閃石を合
む

外面 :黒斑

弥生土器
大型鉢

406 (190)
外面 :摩滅
体部内面 :箆磨き
口縁部内面 i横なで

画
面
外
内
75Ⅵも/4にぶい橙
10YR6/3にぶい黄橙

長石 石英 角閃石を含
む

234 弥生■器
大型鉢

体部径
396 (410)

外面 :飽磨き
内面 :箆肖1り

外面 :7 5YR6/4に ぶい橙
内面 :2闘R7/1灰 白

長石 石英を含む

弥生■器
広口重

(116) で
痕
で

目
な
圧
な

毛
横
頭
横

刷
　
指

！
面
　
面

面
外
面
内

外
部
内
部

部
縁
部
縁

顕
口
頸
日

画
面
外
内 l隅舛武爵

長右 雲母を含む

弥生土器
広口謙

178

で
　
で
痕

な
　
な
圧

横
で
横
頭

な
　
指

両
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸
口
頸

外画 1 2 dr8/3淡 黄
内面 :25Y8/4淡 黄

長石 石英等を含む

広口壷
(54) 頸部外面

:刷毛目
頸部内面 :指頭lt痕

外面 :lllYR6/41こ ぶい美橙
内面 :1鋭R6/4に ぶい黄俺

長石を合む

坤聯
磨
磨
削

日
飽
箆
箆

毛
　
　
‥

刷
面
画
面

外
外
内

面
半
半
半

外
上
下
下

部
部
部
部

頸
体
体
体

画
面

外

内
lωR7/3に ぶい黄橙
10ⅥV/3にぶい黄絶

長石 角閑石 花伺岩等
を合む

239
弥生土器
二重回縁費

(32)
で
で
な
な
り

横
横
削箆

画
面
外
内
面

部
部
内

縁
縁
部

口
口
体

外面 :10Ⅵお/41こぶい黄橙
内面 :7 rDYR6/3に ぶい褐

長石 石英 角閃石を含
む

240 弥生上器
奏

(73)

外面 :lllYR6/2灰 質僑
内画 :7 5YR6/3に ぶい褐

長石 石英 雲母 角閃
石を含む

弥生土訴
密

体部上半内面 :指頭圧痕
体部下半内面 :箆削り

外面 :2酎賂/2灰 自
内面 :2 5VA/1灰 白

長石を含む

弥生土器
褻

体部上半外面 :刷毛目
口縁部外面 :横なで
体部上半内面 :刷毛日
口縁部内面 :構なで

面
面
外
内
17 5YR5/4に ぶい褐
1 7 5YR6/3に ぶい褐

長石 雲母を含む

弥生上器
変

(124)

口縁部外面 :横なで
体部外面 :刷毛目
口縁部内面 :横なで

練離牢軍占署帝轟1祈胃屠最F■農
で

外面 :7 5YR6/41こ ぶい俺
内面 :7鋭Rν 4に ぶい橙

長石 金雲母 石英等を
合む

体部 :煤付着

弥生土器
甕

(124) 痕庄頭指

毛
で
毛
削
で

刷
な
刷
箆
な

‥
横

　

横

画
　
面
画

外
面
内
内
面

半
外
半
半
内

上
部
上
下
部

部
縁
部
部
縁

体
口
体
体
口

絹 i茂鶏尤に封輻
長石 石英 雲母を含む

弥生土器
変 痕

目
　
庄

毛
で
頭
で

刷
な
指
な

‥
横
　
横

面
　
面

外
面
内
面

半
外
半
肉

上
部
上
部

部
縁
部
縁

体
口
体
口

織露li鰐 4に含麟
石英 長石を含む

弥生上器
甕

170
で
で
で

な
な
な

標
　
横
面
面
内
面

外
半
内

部
上
部

縁
部
縁

口
体
口

織闘1試鴇影:信ぶぃ橙
長石 を含む

247 弥生土器
甕

172
痕圧

で
で
頭

な
な
指

横
機
面

面
面
内

外
内
半

部
部
上

縁
縁
部

口
口
体

面
面
外
内 乳試終彫

'僣

ぶぃ橙
長石 雲母を合む

弥生土器
甕

で
　
で
痕

な
目
な
圧

横
毛
横
頭

刷
！
指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
都

口
体
口
体

面
画
外
内 I朧Я武羅

長石 石英 雲母を合む

弥生土器
変

口縁部外面 :横なで
体部上半外面 :刷毛目
口縁部内面 1横なで
体部上半内面 :指頭庄痕

織召ii鰐燃 羹
長石 雲母を含む

弥生土器
鉢

237

日縁部外面 :な で
体部上半外面 :な で ,指頭圧痕

屎ζttW聖関恙々蓬肖Jり

面
面
外
内 1鶴狙武麟

長石 石英 角閃石 金
雲母等を含む

弥生土器
高杯

で
　
で

な
り
な
き

横
削
横
磨

箆
　
箆

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
杯
口
杯

飽磨き 網 :れ鵡チ4にミ輻
石英 長石 角閃石を含
む

262
弥生上器
高杯

画
面
外
内
横なで
横なで

面
面
外
内
1飛 モ4に ぶい黄橙
lllYR6/4に ぶい黄橙

雲母 長石 角閃石を含
む

弥生土器
高杯

磨
　
目
毛

箆
　
毛
刷
刷

‘

で
　
で
で

，で

な
で
な
な
で
な

横
な
　
横
な
‥

横
面
　
横
面

面
　
外
面
…
内

外
面
部
内
面
部

部
外
底
部
内
底

縁
部
部
縁
部
部

口
杯
杯
口
杯
杯

紹 1冷鶏摺武鵡
長石 石英 角閃石 金
雲母等を含む

弥生土器 外画 :摩滅
内面 :摩減

外面 :25Y5/1黄 灰
内面 :5YR6/4に ぶい橙

長石 石英を含む

弥生土器 外面 :な で
内面 :摩減

外面 :lllYR6/3に ぶい黄橙
内面 :mⅥ鴫/2灰黄褐

石英を含む

弥生土器
底部

(53)
画
面
外
内

なで
なで，痕

目
庄
き
頭
叩
指

外面 :2伊r6/3にぶい黄
内面 125Y7/2灰 黄

石英を含む

―-73-



遺物
番号 器 種

法  量 (伽 )
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

底  径 器 高

弥生土器
底部

外面 :な で ,指顕庄展 .W口 と日
内面 :なで 吊J毛目 偽罷i夕謡龍チ罐

長石 石英 金雲母等を

258 弥生上器
底部 貧喜:亀罷正製帝星で 刷毛目 徒辟盈評酵チ:鷹墓標橙

長石 石英等を含む 外面 :黒斑

弥生土器
底部 贋載侯冨:履撃で 盈露:夕評認握優目

長石を含む

弥生土器
底部

外面 :指頭圧痕 ,箆削り
内面 :な で 代霧i】磐暴断務斎き

貢`橙 石英 長石 角閃石を含

弥生土器
底部

外面 :なで
内面 :なで 偽留:I朧チ:撮蟹橙

石英 雲母を含む

262 弥生土器
底部 偽署:巖摂

き
織雷:壬影爵影〔侯奮

い貢橙 長石 石英 雲母を含む

263 弥生土器
底部

外面 :箆磨き
内面 :なで 紹 :i朧チ:酬軽

長石 角閃石 花臓岩を 外面 :黒斑

弥生土器
底部 偽召i霧辱i指頭圧痕

面
面
外
内 照 モyポ犠

石英 長石 角閃石を含
む

弥生上器
広口壺

で
　
で

な
　
な

横

で
横

で

な
　
な

面
　
面

‥

外
面
内
面

部
外
部
内

臨
邸
略
螂

絹 i【締 撃鍵
石英 雲母を含む

266 弥生上器
広口壺

菟目li冊燃 羹
石英 雲母を含む

267 弥生土器
広口壺

(102)
外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :2諏顆ν4にぶい橙
内面 :1側R4/1褐灰

石英を含む

弥生土器
広口壺

で
　
で

な
　
な

横
で
横
で

な
　
な

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸
口
頸

偽留:I隅舛葦キ麟
石英 角閃石等を含む

269 弥生土器
甕

で
　
で
痕

な
　
な
庄

球
嚇
兼
撤

面

面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

偽署:I識1縄褐 石英 長石 角閃石 雲
母を含む

弥生土器
甕 拭騒:な奪1魁諷星痕 織喜i;鶏獄試〒 長石 石英 雲母を含む

弥生土器
獲

160

口縁部外面 :横 なで

後事t壺禽B:啓冨E痕
網 i盈鶏先酬輻

長石 石英 雲母を含む

弥生上器 (32)
口

口
Ⅲ面 :横なで
勺面 :横なで

外面 :7 5YR7/4にぶヤ▼

内面 !7斑R7/4に ぶヽヽ
長石を含む

弥生上器
小卿鉢

体部外面 :板なで
体部内面 :なで

面
面
外
内 千鵡チ:黙輻

石英 長石を含む 外面 :黒斑

弥生土器
ニチュア土器

痕
で
で

圧
な
な

頭指
面
面
外
内

面
部
部

外
底
底

面
面
外
内 子欝チa:ミ輻 石英 長石 角閃石を合

む

弥生土器 織殷隈墓尋1魁護星痕 なで 代署iI紹欝チ:|:ぎキキ嚢穆
石英 長石 金雲母等を 外面 :黒斑

276 1 弥窪誅器
外面 :摩滅
内面 :指頭圧痕 織騒iI鰐]に武羹

石英 長石 雲母等を含

弥生土器
底部 貧騒i霧露

き     織霧i【認潮翌貿畿橙 長石 石英を合む

弥生上器
底部

(24) 食喜i窪辟
痕      貧需i観隅ぴ 長石 石英を含む

279 弥生土器
広日壺

180
でな

でな
　
で
で
痕
で

兼
療
監
純
駆
弦

婉蝉鰤航蝉鰤

臨
螂
脚
臨
螂
螂

紹:鶏狙武渥
石英 長石 角閃石 金
雲母等を含む

弥生土器
広口壷

ml覇郊建ζ
綿 |;隅軽試哲

長石 角閃石 雲母を合
む

弥生土器
壷

(23)1目縁獣織露:な凛 織静Ii昭路分贋き橙 長石 石英を含む 呂綴離釜甲歩J薮冒受
弥生土器
壷

(48)1拭語:饗層魯
外面 :10Ⅵ閣/2灰黄褐
内面 :lllYR4/1褐 灰

長石 石英を含む 櫛描直線文 5条 1束

283 弥生土器
壷

(53)

で
　
で

な
目
な

模
毛
横
で

‥
刷
　
な

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
蹟
口
頸

偽露II朧Я球i羹
石英を合む

弥生土器
甕

痕

目
　
圧

で
毛
で
頭

な
刷
な
指

横
‥
横
‥

面
　
面

面
外
面
内

外
半
内
半

部
上
部
上

疎
螂
臨
脚

面
面
外
内 狩識チ4蹴瑶 石英 長石 角閃石を合

む

弥生土器
小型鉢

底部外面 :叩 き目.な で
体部外面 !なで
内面 :板なで

禽霧i【酷 観撃鍵
長石 石英を含む 内面 :黒斑

286
弥生土器
鉢

206

で
　
，で

な
で
な
目

棟
な
横
毛

板

刷

面
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

聴
螂
醒
脚

叩き目 織需ii鰐耀
橙 長石 石英を含む 休部外面 :黒斑

弥生土器
高杯

外面 :摩減
内面 :摩減

外面 :5YR6/6種
内面 :5YR6/S燈

石英 長石 角閃石 雲
母を含む

288 弥生土器
高杯

口縁部外面 :横 なで

咎議筆閃善守寝患で
徒需:I路2武騨 長石 石英 雲母を含む

弥生土器
高杯

(47) 縁獣禽目1驀唇ヨ 偽零ii鰐燃 建
長石 石英 雲母を含む

290
弥生土器
高杯

釜緊六雷撃絞り目
脚部内面 :なで

面
面
外
内 お襄彫〕操婁据

貢橙 石英 長石 角閃石を合
む

弥生土器
小型丸底壷

外面 :摩滅

篠繁キ学央露:亀護圧痕,刷毛目
発目:I冊:に武羹

長石 角閃石 金雲母を
含む

磨製石器
投弾

長
６ 44

厚

３
外面 :N8/灰臼 砂岩

293 弥生上器
大型鉢

220
磨箆いか

き
細
磨
き

目

‐箆
磨

き
目
い
箆

即
唯
舶
紳

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

略
螂
疎
脚

織需i【謡嚇
=ミ
ミ巽

石芙
む
長石 角閃石を合
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物
号
追
番 器   種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
壷

152
外画 :摩 顔

屎燎雫寧関善苧盗面り
外面 :7 5YR7/6橙
内面 :5YR6/6橙

長石 石英 化同岩等を
合む

体部外面 :黒斑

弥生土器

痕圧頭

で
　
で
指

な
　
な

横
で
横
で

な
　
な

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
休

織露:I鶴完酬 麟
石英 長石 角閃石 雲
母を含む

弥生北器
壷

(340)

痕圧頭

で
　
で
指

な
目
な

横
毛
横
で

刷
　
な

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

鵠 i猾冊 誰ミ輻
石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器 (68) 偽署i躍機 織雲i!冊縄
長石 花衛岩を含む

弥生土器 外面 :板 なで
丙面 !座溝 孔零:i朧据隠 騨

石英 長石を合む 外面 :黒 IIXJ

弥生土器
底部

外面 :箆磨き
内面 :摩減

外面 :7 5YR8/1灰白
内面 :lllYR5/1褐 灰

小石を含む

弥生土器
底部

で
で
な
な

面
面
外
内

外面 :lllYR3/1黒 褐
内面 1 lllYRi/2灰 白

石英を含む

弥生土器
底部

(21)
外面 :箆磨き
内面 :な で 織需i予翻 総 鵡

石英を合む

弥生土器
底部

画
面
外
丙

摩 滅 織零il躙雛ミ麟
石英 長石 角閃石を含
む

外面 :煤付着

303 弥生土器
底部

(23)
底部外画 :な で 指頭圧猿
底部内面 :吊 1毛 日 織屠:I闇偲武麗

石英 長石を含む

弥生土器
底部

毛
で
で

刷
な
な

面
面
両

外
外
内

部
部
部

体
底
底

織署li鰐然式建
石英を合む

弥生土器
壷

170

で
　
で
痕

な
で
な
に

横
な
横
頭

‥
横
　
指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

偽露ii解Я武羹
石英 長石 角閃石 雲
母を含む

306 弥生土器 (62)
体部外面 :刷 毛日
体部内面 :なで 鶴需:I鰐〕摂婁緒

貫橙 石英 長てi 角閃石を合 頸部外面 :押庄凸帯文

弥生土器
変

痕圧頭

で
　
で
指

な
　
な

模
で
横
で

な
―
な

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

織審:i朧チ雑ミ麟
長石 角閃石 金雲母を
含む

弥生上器
ニチュア土器

I縁部外面 :横なで

盤 銃円岳11冠品刷毛日
に部内面 :な で

鯛 |れ謡8武鵡 長石 石英を含む

309
弥生土器
底部

き
で
磨
な
箆
板
で

面
面
な

外
外
部
部
面

体
底
内

外面 :10YR7/1灰 Fi
内面 :ltlYR4/1褐 灰

長石 石英を含む

弥生土器
底部

鱗鱗
劇
劇

画
面
面
面

外
外
内
内

部
部
部
部

体
底
体
底

鯛 :子鶏λ憔 羽
石英を含ひ

弥生土器
褻 離聰

口縁部外面 :横なで
体部外面 :なで
口縁部内面 :横 なで
体部内面 :飽磨き

絹:即卍認ぽ 長石 石英を含む
1笙舞
外画

|

欄猫直線文 ,

弥生土誇
(93)

で
　
で

な
　
な

横
で
横

で

な
　
な

面
　
面

外
面
内

面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸

口
頸

面
面
外
内 i鰐男隠 羅

長石 石英を含む   1頸 部外面 :櫛描直線攻 熊状文

|

弥生i器
広口壷

で
　
で
痕

な
で
な
圧

検
な
横
頭

横
　
指

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸
口
鞭

網 i識礎ギ|ぴ 長石 石英を含む

弥生土器
書 。→ 1偽需:誓零

圧痕,板なで 織召II冊爛 韓
長石 石英を含む 口縁部 :波状文

315
弥生土器
甕

笛01饉ζと骨g確言
目 長石 石英を含む

弥生上器
甕

コ縁部外面 :横なで

偉尊吉蓉争写穂l焉二ほ
拭署i弼紹離チi揺辞

黄ゝ橙 長石 角閃石を含む

弥生土器
鉢

面
滅
面
減

外
摩
内
摩

部
　
部
‥

縁
面
縁
面

口
外
国
内

横なで

横なで
紹 i】騨 鸞

長石 石英を含む

弥生土器 角譜T選議
なで 偽訴 【演咽浄続&ぶぃ黄橙

石英を合む

弥生土器
底部

で
で
で
で

な
な
な
な

面
画
面
面

外
外
内
内

部
部
部
部

体
底
体
底

網 :謎胡龍チ擦褐
石英含む

弥生上器
高47N

(41)
翻球妹署1賽選ヒ
騒獣凋罷i霧辱
き

織署|ら陥 2試 著`
長石 石英を含む

弥生土器
小型壷

でな
で
横
な
でな

画
面
板

外
外
半
半
面

上
下
内

部
部
部

体
体
体

偽露:I隠8:ミ騨
長石  角閃石 を含む 体部内外面 :黒斑

弥生土器
小型鉢

42

底部外面 :な で

猿尊二童禽gi早ξ二
紹 1冷縄8武輻

石英 角閃石 雲母を含
む

底部 1箇所 ,体部 卜部 4箇所IH
子七

弥生土器
製塩土器

(30) 襟欝王羊妹冨i窪聞仔
痕

内面 :なで
偽露ii鰐爛 羅

長石 雲母を含む

324 弥生土器
製塩土器

で
で

な
な

面
面
外
内 紹 :乳鶏嬢

石栗 雲母 角閃石を含
む

弥生土器
広口壷 織露iな奪1魁護星痕 織零:多評解チ:峻索穆

長石 石英等を含む 体部 :黒斑

326
弥生土器
広口壷 織零i攘な落|な繋,鵬目

外面 :5Y8/2灰 自
内面 :5Y8/2灰 自

長石  石栗等 を含も

弥生土器
費

(50)

口縁部外面 :横なで
体部外面 :な で

屎餘識慇甲名醤窪覆
拭露i褐謡龍え径蒸領黄橙

石英 長石 角閃石を含
む
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勘
謡

器 種
法  量 (cm)

形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考
口 径 底  径 器 高

弥生土器
高杯

で
　
で

な
り
な
き

棟
削
横
磨

箆
‥
箆

画
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

稼
部
縁
部

口
体
回
体

画
面
外
内

`冊

争撃建
石英 長石 角閃石 雲
母を含む

弥生土器
大型鉢

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :箆磨き
口縁部内面 :横 なで
体部内面 :鈍磨き

外面 :7511R6/4に ぶい橙
内面 17闘R7/31こぶい橙

長石
む
角閃石 雲母を含

弥生土器 外面 :摩滅
内面 :摩減

面
面
外
内
1鋭R7/2に ぶい黄橙
10YR8/2灰 自

石英 長石 角閃石を合
む

弥生上器
壼

外面 :刷毛日
内面 :指頭圧痕

外面 :lllYR4/3に ぶい黄褐
内面 :25Y2/1黒

外面 :綺描直線文 波状文

弥生土器
甕

で
　
で

な
　
な
き

横
で
横
磨

‥
な
　
笛

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

外面 :1銀R7/2に ぶい黄橙
内面 :10YR7/21と ぶい黄橙

石英 長石 角閃石を含
む

体部外面 :櫛描直線文 .櫛描波
】犬文

弥生上器
菱

外面 :指頭圧痕 ,なで
内面 :板 なで 織露i18雲

'チ

:|:ぶ lt嚢糧 長石 石英を含む 外面 :櫛描直線文 .刺突文
口縁端部 :刻み目支

弥生土器
甕

(140)

で
　
で

な
　
な

績
で
横
減

‥
な
　
塵

画
　
面

外
面
内
簡

部
外
部
内

縁
部
縁
郎

回
体
口
僚

偽露|う聯 4僣
石英 長石を含む 外面 :沈線32条 , 4条刷毛目

口縁部 :刺突文

弥生土器
密

体部径
179

(140)

痕

目
　
圧

で
毛
で
頭

な
刷
な
指

横
　
横
面
‥
面

面
外
面
肉

外
半
内
半

部
上
部
上

縁
部
縁
部

回
体
口
体

偽審iI隅据にミ羅
石英 雲母を含む 体部下半 :燥付着

弥生土器
底部

(70)
体部外面 :摩滅
底部外面 :指頭圧痕
内面 :な で ,箆状痕

外面 :7酎臼6/4にぶい種
内面 :7 5YR6/4にぶい橙

長石 角閃石を合む

弥生土器
高杯

杯部外面 :箆磨き
体部内面 :箆磨と

外面 1 10YR6/2灰 貢褐
内面 :lllYR6/3に ぶい黄橙

長石 石英 雲母を含む

弥生上器
広口重

180

で
　
で
痕

な
目
な
圧

横
毛
横
頭

刷
　
指

面
　
面
‥

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

外面 :7 5YR6/6橙
内面 :7 5YR6/3に ぶい褐

石英 長石 角閃石 要
母を含む

弥生土器
高杯

(45) 杯
部外面 :箆削り 箆磨き
杯部内面 :飽磨き

外面 ,lllR/2灰 黄褐
内面 :lllR/3に ぶい黄褐

石英 長石 角閃石 金

340
弥生土器
高4TN

340 (41)
口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで 織冨iMirを甘ャ著 石英 長石 角閃石 雲

母を合む

弥生上器
底部

外面 :摩減
内面 :摩滅 織需li縄宿武瑾 長石 石英を含む

弥生土器
製塩土器

痕庄頭
目
指

叩
面
‥
外
滅

面
半
摩

外
下
部
部
面

体
体
内

外面 175Ⅵ略/2灰褐
内面 1 7 5YR6/2炭褐

長石を含む

弥生土器
長頸市

体部径
196 (142)

外面 :な で ,箆磨き
内面 :指頭庄痕 箆削り

画
面
外
内
illYR7/3に ぶい黄橙
lllYR5/2灰黄褐

石英 長石 角閃石 金

弥生土器
甕

(178)

外面 :75Ⅵ哨/2褐灰
内面 :7開R5/2褐灰

石英 長石 角閃石を含
む

体部外面 i ttJRI

345
弥生上器
密 睡３００

(184)

体部上半外面 :刷毛目
体部下半外面 :箆磨き

練獣キ華調離盗翻ち指頭
庄痕

外面 :7 5YR5/3にぶい褐
内面 :1∝葛 /2灰 黄褐

長石 角閃石 金雲母を
含む

弥生土器
高杯

204 (55)

口縁部外向 :梗なで

哲議熱円岳守農4そ
箆磨き

杯部内面 :箆磨 き

外面 :7 5YR6/3に ぶい褐
内面 :1鋭魚6/3にぶい黄橙

石英 長石
tr

角閃石を合

弥生上器 外面 :板なで
内面 :指頭庄痕

画
面
外
内
lllYR6/2灰黄褐
25Y8/3淡 黄

長石 石英を合む

348 弥生土器
甕

口縁部外面 :横なで
体部上半外面 :刷毛目
口縁部内面 :横なで
体部上半内面 :指頭圧痕

面
面

外
内
lllYR6/4に ぶい黄橙
lllYR6/4にぶい黄橙

長石 雲母を含む

弥生土器
甕

外面 :7 5YR6/3にぶい褐
内面 17開顆ν3に ぶい褐

石英 長石を含む 内面 :黒 lll

弥生土器
甕

136 (144)

長石を含む

弥生土器
底部

体部外面 :叩 き日
底部外面 :箆磨き

外面 :10YR5/2灰 黄褐
内面 :75判も/6明褐

石英 雲母を含む

弥生土器
帝 穴商 :産流

外面 :10YR6/4に ぶい黄橙
内面 :10YR6/3に ぶい黄橙

長石 角閃石
含む

金雲母を 口縁端部 :波状文

弥生土器
高杯

(75)

口縁部外面 :横 なで
杯部外面 :箆磨 き
口縁部内面 :横なで
4TN部内面 :箆磨き

画
面
外
内
75!1お /6橙
7闘R6/4に ぶい橙

石英 長石 角閃石を合
む

弥生土器
甕

虐

目
　
序

で
毛
で
市

な
刷
な
指

横
　
横
‥

面
‥
面

面
外
面
内

外
半
内
半

部
上
部
ｒ

縁
部
縁
部

口
体
口
体

外面 :7 5YR6/4にぶい橙
内面 :75判雨/4にぶい橙

長石を含む

弥生土器
製塩土器 偽需1塞翠

,指頭圧痕
織需:狩評驚チ4にぎキt橿

長石 角閃石 金雲母を
含む

356
弥生上器
大型鉢

で
り
で
で

な
削
な
な

横
箆
横
横

面
面
面
面

外
外
内
内

部
部
部
部

噸
椎
瞭
椎 刷毛日

面
面
外
内
5Ⅵも/4にぶい赤褐
75Ⅵ弱/3にぶい褐

長石 石英 角閃石 金
雲母等を含む

弥生土器
甕

(77)

口縁部外面 :横 なで
体部外面 :な で
回縁部内面 :横なで
体部内面 :箆磨き

発露1試謡移4挺否輪夢
橙 石英 長石 角閃石を含

む
体部外面 :櫛描直線文 ,烈点文

358 弥生土器
底部 網 :経      筏露:I鰐握にミ爵

石英を含む

弥生土器
甕

(109)

曇§自會骨を攀ζFなで  1偽
需:狩縄慮酬 鵡

石英 長石を合む

360 弥生土器
甕

ξ§こと骨

g毒g拿
り,指頭圧痕 1織

露 :多試終影催動き
増 石英  長石 雲母 を含む
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遺物
番号 器   種

法  量 (cm)
形態 手法の特徴 色 調 胎 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生上器
甕

(62)

で
毛
で
剖

な
刷
な
箆

横
‥
横

―
面
　
面

面
外
面
内

外
半
内
半

部
上
部
上

縁
部
縁
部

口
体
回
体

外面 :lllYR7/2に ぶい黄橙
内面 11帆R7/2に ぶい黄橙

石英 長石を含む

弥生土器
甕

外面 :摩減
内面 :横なで なで

外面 :7 5YR5/41こ ぶい褐
内面 :7 5YR6/3にぶい褐

る英  長石 を含む

363 弥生土器
警

口縁部外面 :横 なで
口縁部内両 :横 なで 鵠 :乳:碍チ:蔭キキ屠 石英 雲母を含む

364 弥生土器
牽

口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで

外面:10YR6/41こ ぶい要
内面 :loⅥ略 /4にぶい暮

長石 を含む

365
弥生上器
短頸壷

(96)

回縁部外面 :横 なで
体部外面 :板なで
口縁部内面 :横 なで
体部内面 :なで

外画 :lllYR6/2灰 黄褐
内面 :lllYR6/3に ぶい黄橙

石英 長石を含む 外面 :黒斑

弥生土器
鉢

外面 :摩減
内面 :摩減 織唇II冊 :に武逓畳糧

長石 角閃石を含む

弥生土器 体部 L半外面 :な で
体部上半内面 :な で

外面 :lllYR5/2灰 黄褐
内面 :lllYR6/3に ぶい黄橙

石英 長石を含む 内面 :凸帝
伊予今治の阿方系

弥生土器
ミニチュア土器

(32) 外
面 :摩減
体部内面 :な で

外面 :75Ⅵ鴫/3に ぶい褐
内面 1 7 5YR5/2灰褐

長石 角閃石を含む

弥生土器
高杯

(55)
滅
り
摩
絞

面
面
外
内

外面 :2 rDY3/1灰 白
内面 :25Y8/1灰白

石英 長石を含む

370
弥生土器
高杯

外面 :箆磨き
内面 :箆磨と 孔島i琵M爵予:にぶキキ霞辱

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
高杯

外薗 :摩棘
内面 :摩滅

外面:7 5YR7/6橙
内面 :7 5YR7/6糟

石栗 長石 角閃石を含
む

円孔 1× 4箇所× 2段

弥生土器
高杯

(56)
磨箆
　
き

で

，

磨

な
で
で
箆

‥
な
な

面
‥
‥
面

外
画
面
内

部
外
内
部

縁
部
部
底

口
杯
杯
杯

外面 :7 5YR4/3褐
内面 1 7 5YR5/4にぶい褐

石英 長石 角閃石 金
雲母等を含む

弥生土器
大型鉢

外面 :横 なで 箆削り
内面 :横 なで ,刷毛目 織霰:I絆偲武麟

石英 長石 角閃石 雲
母を含む

374 弥生t器
底部

体部外面 :箆磨き
体部内面 :箆削り

面
面
外
内
7 5YR6/3に ぶい褐
lllYR6/2炭 贅褐

花闘岩 長石を含む

弥生上器
底部

でな磨
磨
箆
箆
減

画
面
摩

外
外
部
部
面

体
底
内

外面 :25Y7/3減黄
内面 :1帆R7/3に ぶい黄袴

花 lll岩 長石 角閃石を
含む

弥生上器
底部

外面 :摩減
内面 :摩滅

外面 :25Y7/2灰黄
内面 :25Y7/2灰黄

石英 長石を含む

377 弥生 _ヒ器
底部

滅
減
摩
摩

面
面
外
内 網 ia認磐揆

石英 長石を含む

弥生上器
底部

(52)
で

で

な

な
画
面
外
内

外面 :5YR6/6橙
内面 :7 5YR6/6構

石英を含む

弥生上器 外面 :摩滅
内面 :摩減

外面 :10YR8/1灰 白
内面 :lllYR5/1褐 灰

石英 長石を含む 懸部外面 :黒斑

380 弥生上器 (52)
面
面
外
外

で
で

な
な

外向 :10る /4赤欄
凸面 :ltlYR6/2灰 黄褐

石英 を含む

弥生土器
広口壺

158

口縁部外画 :横 なで
頸部外面 :なで
日縁部内面 :横 なで
頸部内面 :r具 当て痕

織目:鶏寵 石英を含む

弥生土器
広口重

で
　
で
痕

な
目
な
圧

横
毛
横
頭

刷
　
指

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

媒吾i褐謡昭チこ痛戻
い黄橙 長石 角閃石 雲母を合

む

383 弥生土器
外面 :lllVIRk1/2灰黄褐
内面 :lllYR7/3に ぶい黄橙

石英 長石 角閃石 雲
母を合む

頸部外面 :押庄凸帯
口縁部外面 :刻み目文

弥生上器
甕

体部外面 :叩 き目
体部内面 !摩減

外面 :10YR8/31曳 黄橙
内面 :lllYR3/2灰 自

石英 長石を含む

弥生上器
甕

回縁部外面 :横なで
口縁部内面 :検 なで

外面 :25Y8/1灰白
内面 1 lllYR3/1灰 自

石英を合む

387 弥生土器
甕

(52)
痕圧頭

で
で
指

な
な
面

画
面
内

外
内
半

部
部
上

縁
縁
部

ロ
ロ
体

縄 :乳鶏先隠輻
長石 角閃石 雲母を合
む

弥生土器
密

箆

で
　
で
痕

な
目
な
庄

積
毛
横
頭

‥
刷

指

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

織需II隅尤隠 麟
石英 長石 角閃石 雲
母を合む

体部外面 !黒斑

389 弥生土器
甕

(37)
口縁部外面 :なで
回縁部内面 :な で 孔唇II朧繰自

石英 長石等を含む 口縁端部 :刻み目文

弥生土器
高杯

口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで 禽署118際憾チユに要i嘔§裾

石英 長石を含む

弥生土器
高ITN

杯部外面 :箆磨 き
口緑部外面 :横 なで
杯部内面 :箆磨き
口縁部内面 :模 なで

外面 :1硼R7/3に ぶい黄橙
内面 :lllYR7/3に ぶい黄橙

長石 石英 雲母を含む

392 弥生土器
小型鉢

体部外面 :なで
底部外面 :指頭圧痕
体部内面 :な で
底部内面 :な で

孔露li紹路チヨ倭嚢据
石英 雲母を含む

393 弥生土器
小型鉢

痕
　
痕

圧
　
庄

で
頭
で
頭

な
指
な
指

面
面
面
面

外
外
内
内

部
部
部
部

体
底
体
底

拭冨:【熙羅
橙 石英を含む

394
弥生土器
製塩土器 (22)

体部外面 :な で
底部外面 :指頭圧痕
体部内面 :なで
底部内面 :なで

鋳露ii朧据酬 瑯
石英 雲母 角閃石を合
む

弥生上器
底部

67 外面 :な で 刷毛目
内面 :な で 粗い刷毛目 指頭庄痕 禽豊:子評艦え機墨給

石爽  長石 を含む 外面 :黒斑

396 弥生上器
底部

(130) 体部下半外面
:指頭庄痕

体部下半内面 :箆削り 指頭庄痕
外面 :25Y8/1灰白
内面 :25Y7/1灰色

石英 長石を含む 底部外面 :黒斑

弥生土器
底部

(70) 外面
:叩 き目,なて

肉面 :叩 き目 なで 貧豊:18露彰チちにぶ1媚畳露
石英 長石を含む 外面 :黒斑

398 弥生上器
底部

(41) 外面
:刷毛目

内面 :な で 織程i密報脇a三試キ畿 母を含む

399 弥生土器
広口壷

152

口縁部外由 :横 なで
頸部外面 :刷毛目
口縁部内面 :横なで
噸部内面 :指雨序癌 たで

織露i釧謗4†塔亀
長石 石英 雲母を含む 口縁部内面 :黒斑

弥生土器
広口壺

口縁部外面 :横 なで
頸部外面 :刷毛目
口縁部内面 :横 なで
頸部内面 :指頭庄痕 刷毛目

外面 :lllYR7/2に ぶい黄橙
内面 1 lllYR7/2に ぶい黄橙

石英 長石を含む
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物
号
遺
番 器 種

法  量 (帥 )
形態 手法の特徴 色 調 胎 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生土器
広口壺

口縁部外面 :横なで
頸部外面 :刷毛目

昌繁試窪甲占儀
なで

面
面
外
内 i聞燃 琴

長 石 石英  雲母 を含む

弥生土器
広口壷

で
毛

で

な
刷

な
嫁紳
豪
療

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
頸
口
祟

偽露i;鶏籍
篭 石英を含む

403 弥生上器
広口重

(150)

で

目
　
な

目
毛

　

，

毛
刷
　
痕

刷

い
　
圧
り

で
　
い
か
で
頭
削

な
目
粗
細
な
指
箆

的帥珈煎蛉蛹煎

臨
邸
脚
脚
略
郷
脚

網 1子鵜先賦鳩
石英 長石
む

角閃石を合

弥生土器
甕

(232)

Π口き目 網 i子鶉チ:要穆
長石 花南岩 雲母を含
む

弥生土器
変

でな

で

　

痕

な
　
き
圧

模
で
磨
頭

な
箆
指

面
‥
外
面
面
面

部
外
外
内

嚇
脚
醐
螂

織罷:弼謡能え径蒸憬黄橙
石英 長石を含む 内面 :黒斑

弥生土器
甕

182 屎鍮整筆界善管鳥摯
瀑綸量宰円名挙亀護圧痕

偽零:!鰐握酬羅
長石を含む

407 弥生土器
甕

で
　
で
痕

な
目
な
圧

兼
鵬
攣
緻

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

聴
螂
睡
螂

紹 :報諄二ごぷキ鸞
砂粒を含む

弥生上器
甕

口縁部外面 :横なで

屎繁識客甲亀嶺農覆
綿 i【講 争

=武
鍵

石英 長石 角閃石を合
む

弥生土器
甕

毛
毛
目

で
刷
刷
毛

な
い
い
刷

球
紗
報
紳

面
　
面

外
面
肉
面

部
外
部
内

瞭
螂
罐
鰯

綿 iれ鶏偲武鵡
石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
甕

口縁部外面 :横なで

構事衛唇llttE覆
外面 :75Ⅵ誦/2灰褐
内面 :lllYR6/2黄 褐

長石 石英 雲母を含む 頸部外面 :段

弥生上器
甕

口縁部外面 :横なで

解獣円岳T鳥星で
体部内面 :箆測り

外面 :20r8/2灰 白
内面 :2開8/2灰自

石英 長石を含む

弥生土器
甕

(77)

口縁部外面 :な で

箇議鰈円嵩丹
J義
品毛目

体部内面 :板なで

画
面
外
内

7 ЫR6/3に ぶい褐
7謝Rν 3にぶい褐

石英
む
角閃石 雲母を合

弥生土器 体部径 氏署1躍島目       偽需i認毬子盪:基ャ墳橙 1石英を含む
弥生上器 維
慰
体
１

mO練獣売善↑黒盗酬芳旱指頭圧痕 織罷:予試鶏影:にミ輻 長石を含む 体部外面 :黒斑

弥生上器
甕

口
1曇景贄會号を醤全君 偽電:【冊 争聟藁

石英 長石 角閃石 雲
母を合む

弥生土器
甕

ヨ縁端部外面 :横なで

含隷 占豊帝晨なで
偽屠:ケ鞘 とに武瑳

石英 長石
む

角閃石 を含 口縁端部 :凹線 3条

4171ち蛛 1 88
痕
り
圧

で
　
で
削
頭

な
き
な
箆
指

検
磨
横
‥

箆
‥
面
面

面
　
面
内
内

外
面
内
半
半

部
外
部
上
下

聴
螂
略
脚
螂

綿 :i隅子チ:に武糧穫
石英 長石を合む 体部 :穿穴

弥生土器
大型鉢

口縁部外面 :横なで
体部外面 :箆削り

屎鍮識客甲と露令罵毛目
絹:;門1試1著

石英 長石 角閃石 雲
母を含む

弥生土器
小型鉢

51  1:3自g与を言:雹吾
圧痕拭冨11股鶏舒墾蒸憬黄橙 石英 長石を含む

弥生土器
鉢

で
り
な
削

日
板
箆

毛刷
面
面
内
内

面
半
半

外
上
下

部
部
部

体
体
体

網 :子報チ斜:鐵鵡
石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
鉢 俗議熱闘名々穣な螺

頭圧痕
外面 :7側 R7/31こ ぶい橙
内面 :7 5YR7/2明 褐灰

石英を含む

422 弥生土器
高杯

面
面
面

外
内
内

部
部
部

杯
杯
脚

箆削り,な で
箆磨き
絞 り目

絹 i狩鵡据酬 鴎
石英
む
長石 金雲母を含

423 弥生土器
恵杯

(31) 徐緊売雷甲箆磨き 偽目:争評路チ4にぶIキ揺
石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器 隅擦獣織霧i騒幹目
外面 :25Ч皓/1灰 自
肉面 :25Y8/2灰 自

石英 長石を合む

弥生土器
製塩土器

締獣介謡:彊表置痕
体部内面 :指頭圧痕

面
面
外
内 辮 二だぷ標橙

長石 石英 雲母を含む

弥生土器
台付鉢

(32)
脚部外面 :な で
体部下半内面 :指頭圧痕 貧需:1冊燃 騨

長石 石英 雲母を含む 底部外面 :煤付着

弥生土器
ミニチュア土器

外面 :摩滅
内面 :な で 偽零:I]環酵ζで蒸憬黄褐

石英 長石 角閃石を含
む

弥生土器
底部

毛
毛
毛
毛

刷
刷
刷
刷

面
面
面
面

外
外
内
内

部
部
部
部

体
底
体
底

外面 :7観R7/3に ぶい橙
内面 :25Y5/1黄 灰

石英 長石 角閃石を含
む

429
弥生土器
底部

(38)

半
置
置

下
外
内

部
部
部

体
底
底

外面 :「pき 目

i緩姦早1亀護庄痕
負暑:;二辞詫ケと隈後橙

石栗  雲母 を含ひ

430 弥生土器
底部

俊罫赤器三品毛習
毛日

内面 :摩減

面
面
外
内
10YR6/2灰貢褐
5YR6/6橙

石英 長石を含む 外面 :黒斑

―-78-



遺物
番号 器 種

法  量 lcm)
形態 手法の特徴 色 調 賂 土 備 考

口 径 底  径 器  高

弥生上器 底部外面 :刷毛目
底部内面 :な で

外面 :lCYR5/1褐 炊
内面 :ltlYR5/1褐 灰

長石 石英 雲母を含む

弥生土器 外面 :摩滅
内面 :摩滅 貧露i多獣躇力戻白

石英 長石を含む

弥生土器 (52)
底部外面 :箆磨き
底部内面 :指頭圧痕 織需:身g羅巧堅,端

長石 石英 雲母を含む

弥生上器
底部

外面 :摩滅
内面 :板なで 織需:【 R瑠脇身畠箋慧

褐 石英 花筒岩等を含む 内外面 :黒斑

弥生上器
帝

外面 :な で 刷毛目
内面 :な で 刷毛目 貧需:多評再42帳櫂

石英 長石を含む 外面 :押圧突帯文

弥生土器
寮

口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで
体部上半内面 :指頭圧猿

網 i子謡チ錐試増
長石 角閃石 雲母を含
む

437
弥生上器
奎

で
で
痕

な
な
序

横
横
面指

面
面
外
内
面

部
部
内

縁
縁
部

回
口
体

織召:罫詫チ易昌浮
長石 石英 雲母を含む

弥生土器
甕

口縁部外E
口縁部殉再
体部 に半ラ 痕圧

で
で
頭

な
な
指

積
横
‥

‥
‥
面

織吾14講傷翼建
長石 石英 角閃石 雲
母を含む

弥生上器
甕

(72)

口縁部外面 :穣なで
体部上半外面 :刷毛日
口縁部内面 :横なで
体部上半内面 :指頭庄痕

偽圏:【謡チ獣
=ミ
ヤキ築

石英 長石を含む

弥生土器
甕

150

で
　
で
痕

な
目
な
庄

横
毛
横
顕

‥
刷
‥
指

面
‥
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

紹 i予鶏月にミ輻
長石 石英 角閃石 雲
母を含む

弥生■器
甕

住13)

口縁部外面 :模なで
体部外面 :粗い刷毛日
口縁部内面 :横なで
体部内面 :板なで 指頭庄痕

鯛 :乳鵡Я:武輻
長石 石英 角閃石 雲
母を含む

弥生土器
甕

128
外面 :5YRt1/酸 橙
内面 :5YR8/4淡 橙

長石を含む

弥生上器
小型丸底壺

面
　
面

外
面
内
面

部
外
部
内

縁
部
縁
部

口
体
口
体

1横なで 箆磨き
置磨き
1横なで ,指頭圧痕
芭削り 指頭圧痕

外画 :IぬR7/2に ぶい黄橙
内面 :7側 R7/3に ぶい橙

長石 石英 雲既を含む 体部外面 :煤付着

弥生土器
小型鉢

45
体部外面 :指頭圧痕
日縁部内面 :横なで 指頭圧痕
体部内面 :指頭圧痕

画
面
外
内 子:璃龍チな揺
熱ゝ褐 長石  石英 要母 を含む

弥生土器
甑

14
面
面
外
内
板なで
なで 偽留:夕謡チ緩B

長石 石英 雲母を含む 内外面 :黒斑

446 弥生土器 外面 :摩滅
内面 :摩減 偽霧:,琴島な実露

ブ黒 石英 長石を合む 口縁端部 :刻み日文

弥生土器
製塩土器

31 外面 :摩滅
内面 :摩減 網 :報チ雑武鞣褐

長石 角閃石を含む

須恵器
杯身

口縁部外面 :回 転なで
体部外面 :回 転なで
日縁部内面 :回 転なで
体部内面 :回 転なで

外面 :N5/灰
内面 :N6/灰

長石を含む

弥生土器
広口壷 蝉８４

外面 :な で ,刷毛目
内面 :な で ,指頭圧痕 貧需:鼠震:チ:需永褐

石英 長石 角閃石を含
tr

器
蓋
恵須
杯 102 箆

で
転
で

な
回
な

転
‥
転

回
面
回

ｉ
外

‥

面
部
面

外
項
内

織唇INV倭目
石英 長石を含む

須恵器
杯 蓋 (28)

外面 :回転なで
内面 :回転なで 偽要iN子チ倭目

石英を含む

452
器
番
恵須
杯 (22)

外面 :回転なで
内面 :回転なで

外面 :N8/灰白
内面 :N8/灰白

石英 長石を含ひ

須恵器
杯

114 (35) 外面 :回転なで
内面 :回転なで

外面 :5Y6/1灰
内面 :75Y7/1灰白

長石を含む

須恵器
杯

(35)
外面 :回転なで
内面 1回 転なで 貧需i留子チ疫目

長石を含む

弥生土器
甕

痕圧

で
　
で
頭

な
　
な
指

横
滅
横
摩
　
面

面
　
面
凸

外
面
内
半

部
外
部
上

縁
部
縁
部

口
体
口
体

織雷i鶏権 石英 長石を含む

456 弥生土器
底部

底部外面 :粗い刷毛目
底部内面 :粗い刷毛目 織審i】聯 孵

石英 長石を含む 底部外面 :黒斑

弥生土器
高杯

220 摩滅
摩減

外血 :5YR6/6橙
内面 :5Ⅵ酪/6橙

石英 長石を含む

弥生上器
高杯

箆磨 き
笛肖1り 孔罷iI鰐究にミ羹

石英 長石を含む

弥生上器
高杯

(100)
脚部外面

'な
で

脚部内面 :箆削り
外面 :75Ⅵも/41こぶいT7B
内面 :7 5YR6/4にぶい橙

石英 雲母を含む 上段 :円孔 1個 × 4箇所
下段 :円孔 2個× 3箇所

弥生土器
小型脚付壷

外面 :な で
肉面 :な で 貧罹i【認倉1=武i鍵

石英 長石 雲母を含む

弥生上器
高杯

外面 :な で
内面 :摩減 欝需iI解縄

石英を含む

462 磨製石器
太型蛤刃石斧

長

鋭
幅
５３

厚

３
舛面 i5CY6/1オ リーブ灰 砂岩

463 弥生上器
藍

外面 :な で
内面 :摩減

外面 :コⅧ堅/1褐灰
内面 :lllYR7/1灰 自

石英 長石を含む 目縁蔀粛善そ
J喬
是義線4条 1束

464
弥生土器
広口壼

口縁部外面 :横なで
口縁部内面 :横なで

外面 :lllYR6/2灰 黄褐
内面 :lllYR6/2灰 黄褐

長石 角閃石 雲母を合
む

465 弥生土器
高杯

外面 :横なで
肉面 :構なで 織冨i器磁チ鋲嚢福 む

466
壷 体部 (105) 外

面 :な で
内面 :な で 偽目ii鰐握 掘

外面 :黒斑

二重口縁壷
199 (71) 呂矮繋織露:壌客奪 指頭庄痕

外面 ,7 5YR6/4にぶい橙
内面 :7 5YR6/6橙

弥生土器
大型壺

体部径
508 (500) 下半外面

:刷毛目

半羊肉署i副整目 なで 指頭圧痕

面
面
外
内 狩鶏チケ鰐増 む

狙
チ

体部径
540 徐離生軍∴揺!｀増設琵暴 角豊:【識チ護黙キ苺畿

石英 長石 角閃石を含
む

体部上半 :黒斑

弥生土希
大型鉢

(158) 外面
:箆削り

内面 :箆磨き
外面 :lllYR7/3に ぶい買種
内面 :7 5YR7/3にぶい燈 む

口縁部外面 :凹線 2条 .口縁部

弥生上器
大型壷 睡貶

(647)

でな
痕

目
　
圧
り

毛
　
頭
削

刷
き
指
鈍

‥
磨
面
箆
面
面

外
　
内
内

半
面
半
半

上
外
上
下

部
部
部
部

体
底
体
体

外面 :5Ⅵ鴫/4にぶい橙
内面 :7 5YR6/4にぶい橙

石英 長石 角閃石を合
む

体部外面 :黒斑
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参考度献

蔵本晋司 1999「弥生時代終末期の讃岐地域の土器様相について」『中間西井坪遺跡Ⅱ』香川県教育委員会ほか

松本和彦2000「松並・中所遺跡竪穴住居について」 F松並・中所遺跡』香川県教育委員会ほか

森下英治2001「旧連兵場遺跡の集落構造」『旧連兵場遺跡』善通寺市教育委員会ほか
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